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例　　言

 １. 本報告書は、岩手県九戸郡洋野町内において実施される風力発電事業に伴う事前の埋蔵文化財確認試掘調査
結果を収録したものである。

 ２. 試掘調査に係る費用は事業主にご負担いただいた。事業主は次の通りである。
洋野風力開発株式会社

 ３. 試掘調査は、洋野町教育委員会が主体として実施したもので、株式会社四門が調査支援業務を行った。
調査責任者：千田政博（洋野町教育委員会）
調査員：稲村晃嗣、阿部孝行、小川達城、春日貴明、金子堅二、田中雄大、布村晋士、山中慶太（株式会社
四門）

 ４. 本書の編集・構成は稲村、田中が行い、執筆については第Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ章を千田、第Ⅱ・Ⅳ章を春日、田中が
担当した。

 ５. 第Ⅲ章洋野町内の遺跡については、令和４年（2022）４月時点での岩手県遺跡台帳に基づいた。
 ６. 試掘調査作業において、下記の方々にご協力をいただいた。（五十音順、敬称略）
岩谷タミ、川戸ちせ、舘野隆、塚野忠男、長根山一、南利幸、有限会社薩摩建設

 ７. 報告書作成に際して、下記の方々にご協力をいただいた。（五十音順、敬称略）
石井夏樹、石倉絢、岩尾和彦、桐生多美子、金城真理子、佐伯紀子、坂口美優、澁谷貴子、髙橋可南子、
髙橋美緒、田丸美紀、續石貴子、西村素子、早坂美由紀、増田美幸、松崎昇、松丸信治、百瀬貴子、横山香

 ８. 基準点の測量は、株式会社北山測量設計に委託した。
 ９. 調査で得られた出土遺物・諸記録等については、洋野町教育委員会で保管・管理している。
 10. 引用・参考文献は文末に収めた。
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 １. 第１図・第２図・第７図は、国土地理院発行の 50,000 分の１の地形図を複写して使用した。
 ２. 第Ⅳ章の調査結果に掲載した地形図は、国土地理院発行の 25,000 分の１の地形図を複製・加筆・修正して使
用した。
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Ⅰ．試掘調査に至る経過
試掘調査は、洋野風力開発株式会社による風力発電事業に伴い実施されたものである。事業計画では洋野町内

の 31 箇所に風車及び変電所を建設するもので、平成 30 年９月６日、事業者から洋野町教育委員会教育長あてに

事業地の埋蔵文化財包蔵地の所在について照会があり、事業地内の掘削面積や建設数を踏まえ、分布調査が必要

であると回答した。その後同年 10 月５日、分布調査の依頼書が提出され、事業地を確認したところ、地形等の

状況から全ての建設予定地において埋蔵文化財確認試掘調査が必要であると回答した。

平成 31 年３月 29 日、事業者より洋野町教育委員会教育長あてに試掘調査依頼書が提出され、各風車建設工事

箇所の 7,000㎡を対象に埋蔵文化財確認試掘調査に着手した。これまでに第１次から第５次の試掘調査を実施し、

令和元年度は 13 箇所、令和２年度は 12 箇所の試掘調査を終えた。詳細については、洋野町埋蔵文化財調査報告

書第 10 集『洋野町内試掘調査報告書（2019 年度調査）』及び同第 12 集『洋野町内試掘調査報告書（2020 年度調

査）』に記載のとおりである。

令和３年度は、第６次及び第７次の試掘調査を実施した。概要は下記のとおりである。

〈第６次試掘調査〉期間：令和３年４月５日～同年４月 23 日　試掘箇所：風車番号 12 号機、22 号機、25 号機、

27 号機、31 号機　計５箇所　調査面積：各 7,000㎡

〈第７次試掘調査〉期間：令和３年６月 28 日～同年 10 月８日　試掘箇所：風車番号１号機、新３号機、変電

所　計３箇所　調査面積：１号機及び新３号機各 7,000㎡、変電所 4,500㎡

調査の結果、第６次試掘調査の全５箇所、第７次試掘調査の新３号機及び変電所の２箇所の建設予定地におい

て、遺構・遺物等が確認された。なお、１号機の建設予定地内における試掘調査では遺構・遺物等は確認されな

かったが、遺物が表面採集され新規発見の遺跡となった。

Ⅱ．試掘調査の概要

今回の試掘調査は、31 箇所の風力発電所建設予定地の内、７箇所と変電所について実施し、風力発電所

建設予定地の１箇所あたりの調査対象面積が 7,000㎡（100 ｍ× 70 ｍ）、変電所については調査対象面積が 4,500

㎡で、調査地内に幅 1.5m のトレンチ（試掘坑）を設定した。トレンチは重機により表土掘削後、鋤簾等を用い

て人力により遺構の確認を行った。また、トレンチ内の壁についても、樹木根及び草根を除去し、縦鋤簾や両刃

鎌等を用いて壁面での遺構の確認にも努めた。

トレンチは地形等を考慮しながら任意により設定したもので、掘削は遺構確認面の地山（八戸火山灰層上位面

相当）までとした。

遺構確認作業と並行して検出された遺構プラン等を作図した。遺構名については、溝状土坑、炭窯跡のように

特定できるものは名称を付したが、木根の痕跡や現代までの撹乱などがあり、遺構と判断することが難しく、精

査が必要と判断したものは、土坑類も含めて全て不明遺構とした。

各調査地内で土層序観察のための深掘りを行い、堆積状況を観察し、各土層の注記をした。記録写真はデジタ

ル一眼レフカメラを用いて撮影し、調査終了後は無人航空機（ドローン）による空中撮影を行った。
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Ⅲ．洋野町内の遺跡
洋野町内に所在する遺跡は、令和４年（2022）４月現在、岩手県遺跡台帳に251遺跡が登録されている。平成23

年（2011）以降、三陸沿岸道路建設や再生可能エネルギー事業等に伴う試掘調査により新規発見の遺跡が増加し

ている。

町内遺跡詳細分布調査は、旧種市町が行った平成16年度（2004）の角浜・伝吉・平内・麦沢（姥沢）地区の分布

調査のみである。旧大野村分についても実施しておらず、町内には未発見の遺跡が多く所在するものと想定され

る。町内の発掘調査は岩手大学草間俊一氏により昭和30年（1955）から昭和36年（1961）にかけて遺跡の踏査と発

掘調査が行われたのが最初であるが、その後平成25年度（2013）までの調査事例は数件にとどまっていた。平成

26年度（2014）以降、三陸沿岸道路建設事業等に伴う発掘調査により調査事例が急激に増加したものの、町内に

所在する遺跡の様相については不明な部分が多い。

旧石器時代の遺跡として、中野地区の尺沢遺跡（222）が登録されている。同遺跡は令和元年度（2019）、久慈地

区汚泥再生処理センター建設事業に伴う洋野町教育委員会による発掘調査で、ナイフ形石器が出土している。そ

の他にも『角川日本地名大辞典３岩手県』には、〝鉄山遺跡〟〝有家遺跡〟と未登録遺跡の記載があり、いずれも高

館火山灰層最上部から旧石器が発見されたとあるが、詳細は不明である。

縄文時代の遺跡数は、全体の７割以上を占める。草創期の遺跡として鹿糠浜Ⅰ遺跡（198）、板橋Ⅱ遺跡（221）

があり、いずれも爪形文土器が出土している。板橋Ⅱ遺跡では、公益財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財

センター（以下岩手県埋蔵文化財センターに略称する）による令和元年度（2019）の発掘調査において出土したも

のである。爪形文が矢羽根状に並ぶことから、八戸市黄檗遺跡で出土した爪形文土器に近いものとみられる。

早期の遺跡として、ゴッソー遺跡（20）、大宮Ⅱ遺跡（47）、大宮Ⅰ遺跡（48）、宿戸遺跡（199）、中野城内遺跡（203）、

尺沢遺跡（222）などがある。旧石器が出土した尺沢遺跡では、日計式の押型文土器が出土し、同時期とみられる

石器も出土している。また、岩手県埋蔵文化財センターによる平成６年度（1994）のゴッソー遺跡発掘調査では

日計式土器、魚骨回転文土器が出土している。

貝殻文の土器が出土した事例は古く、昭和36年（1961）の草間氏による大宮遺跡の発掘調査時に出土したものが、

岩手県で初めて復元された貝殻文の尖底土器と報告がある。宿戸遺跡（199）では、岩手県埋蔵文化財センターに

よる平成28年度から30年度（2016～2018）の発掘調査で、早期中葉から前期前葉の竪穴住居跡が多数検出され、

白浜式から寺の沢式までの土器が多く出土した。白浜式土器は中野城内遺跡（203）の発掘調査でも出土している。

前期の遺跡として、ゴッソー遺跡（20）、上のマッカ遺跡（43）、北ノ沢Ⅰ遺跡（163）、鹿糠浜Ⅰ遺跡（198）、宿

戸遺跡（199）、小田ノ沢Ⅰ遺跡（200）、田ノ端Ⅱ遺跡（209）などがある。ゴッソー遺跡では、平成６年度（1994）の

発掘調査で、前期初頭のコンパス文土器や押型文土器が出土している。鹿糠浜Ⅰ遺跡では、岩手県埋蔵文化財セ

ンターによる平成29年度・30年度（2017・2018）の発掘調査で、前期初頭から前葉にかけての土器が多量に出土

した。また、北ノ沢Ⅰ遺跡の発掘調査では、円筒下層ｄ2式から上層ｂ式にかけての土器の捨て場であることが

確認された。

中期の遺跡として、千敷平遺跡（４）、ゴッソー遺跡（20）、上のマッカ遺跡（43）、北ノ沢Ⅰ遺跡（163）などがあ

る。平成27年度（2015）洋野町教育委員会によるゴッソー遺跡の発掘調査では、中期初頭の竪穴住居跡が1棟発

見され、三重の入れ子にした土器埋設炉と単体の土器埋設炉が並列した状態で出土した。その入れ子の土器埋設

炉の中からヒエの胚乳が検出されている。

後期の遺跡として、平内Ⅱ遺跡（65）、上水沢Ⅱ遺跡（92）、西平内Ⅰ遺跡（185）、南川尻遺跡（194）、サンニヤ

Ⅰ遺跡（195）、北鹿糠遺跡（196）、下向Ⅰ遺跡（202）、続石遺跡（213）、サンニヤⅢ遺跡（218）などがある。町内

では、縄文時代後期の遺跡が最も多く、溝状土坑（陥し穴状遺構）と後期前葉の土器が出土する遺跡が多数を占
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める。平内Ⅱ遺跡は洋野町教育委員会により、平成11年度（1999）から平成25年度（2013）の間、延べ６箇年発掘

調査が行われた。屋外炉、集石、焼土遺構、溝状土坑が検出されており、出土した土器は主に後期前葉に位置付

けられる。上水沢Ⅱ遺跡は平成12年度（2000）の岩手県埋蔵文化財センターによる発掘調査で、後期前葉から後

葉の竪穴住居跡が11棟発見された。

西平内Ⅰ遺跡（185）では、平成26年度・27年度（2014・2015）の三陸沿岸道路建設事業に伴う発掘調査において、

集石群59基、弧状の石列１基、整地層２枚、掘立柱建物跡５棟、竪穴住居跡５棟、竪穴状遺構１基の他、埋設

土器、焼土遺構、炉跡などが発見された。その後、令和元年度（2019）の洋野町教育委員会によるトレンチ発掘

調査で、弧状の石列は環状列石であることが明らかになった。同遺跡は平成30年（2018）に町史跡に指定されて

いる。

なお、三陸沿岸道路建設事業に伴い発掘調査が行われた遺跡で、後期に属する竪穴住居跡が検出された遺跡は、

上のマッカ遺跡（43）、西平内Ⅰ遺跡（185）、南川尻遺跡（194）、サンニヤⅠ遺跡（195）、北鹿糠遺跡（196）、鹿糠

浜Ⅱ遺跡（197）、鹿糠浜Ⅰ遺跡（198）、宿戸遺跡（199）、小田ノ沢Ⅰ遺跡（200）、南鹿糠Ⅰ遺跡（206）、北玉川Ⅰ

遺跡（208）、板橋Ⅱ遺跡（221）があり、ほとんどが前葉のものである。宿戸遺跡では前葉の他に中葉・後葉のも

のも検出されており、南川尻遺跡は後葉のみである。

晩期の遺跡として、たけの子遺跡（21）、大平遺跡（32）、ニサクドウ遺跡（58）、戸類家遺跡（61）、田ノ沢遺跡（63）

などがある。特にたけの子遺跡は町内で晩期を代表する遺跡である。昭和36年度（1961）、岩手県遺跡台帳作成

調査において、太平洋戦争時開墾の際には多数の土器が出土し、その後植林はされたが包含層は良好で重要な遺

跡との報告がある。洋野町立種市歴史民俗資料館収蔵の考古資料の多くはこの遺跡からの出土である。戸類家遺

跡は昭和32年（1957）に慶應義塾大学江坂輝彌氏による発掘調査が行われており、土器、石器の他に土偶が出土し、

現在、慶應義塾大学文学部民族学考古学研究室に収蔵されている。また、昭和７年（1932）には岩手県史跡名勝

天然記念物調査会委員であった小田島禄郎氏が旧種市町を訪れており、その時に採集された田ノ沢遺跡、八木貝

塚（37）の出土遺物が岩手県立博物館に収蔵されている。

なお、貝塚遺跡としてホックリ貝塚（33）、八木貝塚（37）、小子内貝塚（40）、黒マッカ貝塚（41）がある。ホッ

クリ貝塚では、洋野町の玉沢重作氏により岩手県で初めて縄文時代の製塩土器が発見された。海岸付近に位置す

る同貝塚は、昭和24年（1949）に行われた造船所の建設工事によりほぼ壊滅したとみられるが、製塩遺跡であっ

た可能性がある。このほか縄文時代の製塩土器は、ゴッソー遺跡（20）の平成12年度（2000）岩手県埋蔵文化財セ

ンターによる発掘調査でコンテナ約１箱分出土している。洋野町立種市歴史民俗資料館には、たけの子遺跡（21）

で採集された縄文時代の製塩土器が多数収蔵されている。また、平成16年度（2004）の種市町内遺跡詳細分布調

査において、南平内Ⅰ遺跡（182）より製塩土器が縄文晩期の土器とともに発見された。同遺跡は現在の汀線まで

約150mの距離であるが、時代によっては汀線付近であった可能性もある。遺跡の残存状況も良くないため詳細

は不明であるが、位置から推測すると製塩を行った遺跡であることも考えられる。製塩土器は、鹿糠浜Ⅰ遺跡（198）

の発掘調査でも出土している。

弥生時代の遺跡として、大平遺跡（32）、大宮Ⅱ遺跡（47）、大宮Ⅰ遺跡（48）、平内Ⅱ遺跡（65）、上水沢Ⅱ遺跡（92）、

北玉川Ⅰ遺跡（208）などがある。先述した平内Ⅱ遺跡では、平成25年度（2013）の発掘調査で弥生時代前期後葉の

竪穴住居跡が２棟検出されている。北玉川Ⅰ遺跡の発掘調査では、中期後半の竪穴住居跡が４棟検出された。上

水沢Ⅱ遺跡の発掘調査では弥生時代後期の竪穴住居跡が１棟検出され、土器がコンテナ約１箱分出土している。

古墳時代の遺跡については、袖山遺跡（38）において、剣形の石製模造品が表面採集されている。同品も玉沢

重作氏により発見されたもので、長さ4.2㎝、最大幅1.5㎝、厚さは最大で４㎜、重さは3.6g、石質は北上山地が

産出地の蛇紋岩で、色調は暗緑灰色である。茎の表現が簡略化された二等辺三角形に三角形を付加した形状で、

全体が丁寧に研磨されて、頭部には垂下孔とみられる径２㎜の穿孔があり、表面は鎬が表現されている。形状か
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ら５世紀後葉より古い可能性がある。袖山遺跡は標高約50mの海岸段丘上に立地し、主な時代は縄文時代であ

るが、石製模造品の他には当該期の遺物は発見されていない。昭和28年（1953）に東北大学伊東信雄氏が東北地

方の石製模造品の集成を発表した「東北地方に於ける石製模造品の分布とその意義」により同品が紹介され知ら

れるようになった。

古代の遺跡として、城内遺跡（11）、ニサクドウ遺跡（58）、二十一平遺跡（69）、八森遺跡（73）、鹿糠浜Ⅱ遺跡（197）、

サンニヤⅡ遺跡（205）、舘野遺跡（207）などがある。サンニヤⅡ遺跡では、平成26年度・27年度（2014・2015）の

岩手県教育委員会による発掘調査で、８世紀後半から９世紀前半の時期の竪穴住居跡が３棟検出されている。ま

た、国道45号線種市登坂車線整備事業に伴い、岩手県埋蔵文化財センターにより平成28年度（2016）に発掘調査

が行われた八森遺跡でも８世紀代の竪穴住居跡が１棟検出されている。城内遺跡からは８世紀代と考えられる土

師器の長胴甕、球胴甕、甑、坏が出土している。また、草間氏の『種市の歴史（原始－中世）種市町諸遺跡の調査

報告』によるとニサクドウ遺跡で土製支脚、土師器坏が出土している。

なお、上のマッカ遺跡（43）の発掘調査において、土師器と製塩土器を伴う竪穴建物跡が検出されている。また、

床面からは２基の炉跡が検出されており、土師器の年代から10世紀後半から11世紀の製塩工房とみられる。

平安時代の製塩土器は、二十一平遺跡（69）でも出土している。同遺跡は岩手県と青森県境を流れる二十一川

の南側の汀線付近に位置する。海岸整地に伴う重機での掘削により遺跡の存在が明らかになり、平成15年度（2003）

に新規登録された。製塩土器、土製支脚が多量に散布し、被熱したような円礫もみられた。現在までにコンテナ

で約５箱分が採集されている。遺跡の立地、発見された遺物の状況から製塩を行った可能性が高いが、保存状況

は重機での掘削により一部破壊されていると考えられる。また、未登録の遺跡ではあるが、駒木野智寛氏、相原

淳一氏による古津波堆積層の調査に伴い海岸付近で採集された製塩土器もある。なお、古代の製塩土器は海岸か

ら6.2㎞の舘野遺跡（207）でも採集されており、町内には縄文時代や古代の製塩土器、土製支脚を伴う遺跡が多く

所在することが予想され、製塩遺跡の発見や製塩土器の資料の増加が見込まれる。

主な中世の遺跡として、城館跡が27遺跡登録されている。城館の分布調査が昭和59年（1984）に岩手県教育委

員会により行われているが、ほとんどが城主などの詳細が不明である。

種市の城内地区には種市氏の居城である種市城跡が所在する。種市氏は中世から近世初期に当地方を領有して

いた三戸南部氏（後の盛岡南部氏）の家臣である。『南部藩参考諸家系図』（以後系図）によれば、種市中務（実名

不詳）が三戸南部氏24代晴政から種市村、蛇口村（軽米町）並びに傍村賜り種市村に居住したとある。およそ16

世紀半ば頃と推測されるが、それ以前のことは不明である。『奥南旧指録』には、三戸南部氏25代晴継の股肱の

臣として中務が久慈備前らと名を連ねており、三戸南部氏の有力家臣であったとみられる。系図によると、種市

中務の長男光徳は同じく中務と称した。光徳は三戸南部氏26代信直（初代盛岡藩主）から種市村並びに傍村に600

石を賜ったとある。『聞老遺事』によると、天正19年（1591）九戸政実の乱の際、信直方に属し18人の部下と鉄砲

３挺、弓３張で参陣している。また、２代盛岡藩主利直の時に起きた慶長５年（1600）の岩崎合戦では、部下18

人と参陣している。なお、系図には光徳の妻は根城南部氏（後の遠野南部氏）18代八戸政栄の弟新田政盛の娘で

あることが記されている。

その後光徳の長男孫三郎が家督を継いだ。『聞老遺事』によれば大坂夏の陣に出陣している。光徳と孫三郎父子

は、初代盛岡藩主信直、２代盛岡藩主利直父子に仕え活躍した家臣であったが、孫三郎は３代盛岡藩主重直の時、

罪ありということで禄を没収され、慶安２年（1649）に没している。

光徳の次男吉広は系図によれば、天正15年（1587）に初代盛岡藩主信直から閉伊口村（久慈市）を賜り住んでい

たが、天正17年（1589）に蛇口村に替地を賜り、蛇口氏に姓を変えている。

岩手県遺跡台帳には、平時居住していた平城の種市城跡（16）と非常時に立てこもったとされる山城の種市城

跡（17）が登録されている。平城の種市城跡はJR八戸線種市駅より西へ約９㎞に所在し、平城跡には現在でも馬
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場屋敷、的場、神楽屋敷など当時の名残と思われる地名が存在する。そこから南西へ約１㎞に山城の種市城跡が

位置する。

天正18年（1590）、豊臣秀吉の朱印状により初代盛岡藩主信直が「南部内七郡」を安堵されると、八戸・九戸地

方一帯は信直が直接支配することとなり、寛永４年（1627）に根城南部氏が伊達氏に対する備えを理由に遠野へ

転封されると盛岡藩の直轄地になった。八戸には八戸城代が配置され、さらに八戸地方には八戸代官、九戸郡に

は久慈代官を派遣し支配に当たったようである。

寛文４年（1664）９月、３代盛岡藩主重直が跡継ぎを決めないままに死去した。同年11月、幕府は重直の次弟

の重信と末弟の直房を呼び、盛岡藩10万石のうち８万石を重信に相続させ、残り２万石を直房に与え、新規に

一藩をおこさせる処置を取った。寛文５年（1665）２月、盛岡藩より領地の配分が行われ、八戸を居城とし、三

戸郡41箇村、九戸郡38箇村、志和郡４箇村、都合83箇村が付与された。八戸藩は、各村の支配のため通制とい

う行政区域を用い、三戸郡には八戸廻・名久井通・長苗代通、九戸郡には軽米通・久慈通、志和郡には志和の行

政区を設定し、各通には代官所を配置した。種市は八戸廻、大野は久慈通に属していた。

八戸藩の主な産業は、商業、林業、漁業、製塩業、製鉄業、造船業などがあり、特に製鉄は原料である砂鉄と

燃料の薪炭材が豊富であったため盛んに行われた。製鉄に関する史料は八戸藩の藩庁の日記である『目付所日記』、

『勘定所日記』、民間の史料では『晴山家文書』、『淵沢家文書』、『西町屋（石橋）文書』などがあり、様相を知るこ

とができる。

製鉄の中心地は大野で、鉄山会所として日払所がおかれ、鉄山支配人が詰めて生産方を指揮した。天保９年（1838）

には、大野の鉄山として玉川山、金取山、葛柄山、水沢山、大谷山、川井山、滝山の七山があった。『晴山家文書』

の天保８年（1837）「寛政年中より拾書」に鉄山支配人の経緯が記されているが、晴山文史郎から安永７年（1778）

に初代晴山吉三郎へ受け継がれ、その後数人の支配人を経て、享和２年（1802）からは飛騨の浜谷（屋）茂八郎が

引き継いだ。文政６年（1823）には、鉄山は藩営となり、石橋徳右衛門が支配人に就任して、その下支配人に二

代目晴山吉三郎が就いた。さらに天保５年（1834）の百姓一揆後は、軽米の淵沢円右衛門が支配人を命じられ、

天保９年からは江戸の美濃屋宗（惣）三郎（家臣名金子丈右衛門）へと移った経過が記されている。

近世の遺跡として、町指定史跡の有家台場（46）がある。『目付所日記』によると、八戸藩では幕府から異国船

警戒の命を受けて、寛政３年（1791）に鉄砲堅・目付御用掛を任命し、異国船の警戒に当たらせたようである。

寛政５年（1793）の中里覚右衛門書き上げの「堅場」には「大堅」として鮫村、麦生、「小堅」として八太郎浦、湊浦、

小船渡浦、有家浦、中野浦の名があげられている。藩の日記などには異国船の出没記録がいくつかあるが、『目

付所日記』によると文政８年（1825）有家浦の沖合15里に異国船一隻が近寄り、伝馬船二隻を出して上陸の様子を

見せたので、弓・鉄砲衆など計34人の藩士が同日に派遣されたことが記されている。その後、安政元年（1854）

八太郎・湊場尻・館鼻・塩越・鮫・小船渡・有家・久慈湊に台場が築かれ、有家にも陣屋堅の役人が任命された。

有家台場の現況は、八戸線の建設工事などで大部分が破壊されているものの、盛土遺構の一部が残存している。

製鉄関連の遺跡は、21箇所（旧種市町16箇所、旧大野村５箇所）登録されている。先述した七山の一つである

大谷鉄山（26）は大谷地区にあり、鉄山操業により形成された集落とみられ、製鉄に関わった人々の子孫が多く

居住している。製鉄関連の遺跡調査については、岩手県教育委員会の製鉄関連遺跡の詳細分布調査において、旧

種市町５箇所、旧大野村35箇所の遺跡の所在を確認している。また、田村栄一郎氏によるたたら遺跡の踏査に

よると、旧種市町は鉄山跡12箇所の他、密銭場跡や鍛冶場跡など15箇所、旧大野村については製鉄関連の遺跡

42箇所と鍛冶場跡を確認した結果報告がある。鉄滓が採集される遺跡が少なくとも60箇所以上にのぼり、未発

見のものも含めると相当数になると考えられる。

なお、南八木遺跡（201）で古代から中世の製鉄関連の遺跡が発見された。少なからず近世以前のものも所在す

ることが予想される。今後製鉄関連の詳細な町内全域の分布調査を行い、製鉄関連遺跡分布図の作成、遺跡の登
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録作業が必要である。

製鉄以外の金・銀・銅・鉛鉱山のいわゆる非鉄鉱業については、八戸藩の日記類に僅かにみられるが、盛岡藩

領に比べ八戸藩領内には大きな金山はなく、小規模な金山がいくつかあるのみとみられる。『梅内家文書』の慶安

２年（1649）の「砂金採取運上金請取状」によると、沢尻、雪畑、小手沢、野そうけ山に金山があったことが記さ

れている。岩手県遺跡台帳には砂金採取跡として、小手野沢金山（14）、ノソウケ金山（23）の２遺跡が登録され

ている。
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岩手県教育委員会　2006『岩手の製鉄遺跡』岩手県文化財調査報告書第 122 集

洋野町　2006『大野村誌第二巻史料編１』大野村誌編さん委員会

洋野町　2006『種市町史第六巻通史編（上）』種市町史編さん委員会

岩手県洋野町教育委員会　2013『平内Ⅱ遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第１集

駒木野智寛・相原淳一　2014「岩手県における古津波堆積層と遺跡」『岩手考古学』第 25 号岩手考古学会

岩手県洋野町教育委員会　2015『平内Ⅱ遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第２集

（公財） 岩手県文化振興事業団　2015『平成 26 年度発掘調査報告書 南川尻遺跡　下向遺跡　沼袋Ⅱ遺跡　沼袋Ⅲ遺跡　

八幡沖遺跡　ほか調査概報（39 遺跡）』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 647 集

岩手県教育委員会　2016『岩手県内遺跡発掘調査報告書（平成 26 年度復興関係）』岩手県文化財調査報告書第 146 集

（公財）岩手県文化振興事業団　2016『平成 27 年度発掘調査報告書 サンニヤ遺跡　房の沢Ⅳ遺跡　白石遺跡

ほか調査概報（33 遺跡）』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 661 集

岩手県洋野町教育委員会　2017『ゴッソー遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第３集

岩手県教育委員会　2017『岩手県内遺跡発掘調査報告書（平成 27 年度復興関係）』岩手県文化財調査報告書第 149 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2017『西平内Ⅰ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 673 集

（公財）岩手県文化振興事業団　2017『平成 28 年度発掘調査報告書 岩洞湖Ⅰ遺跡・栃洞Ⅳ遺跡・八森遺跡

ほか調査概報（28 遺跡）』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 676 集
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岩手県教育委員会　2018『岩手県内遺跡発掘調査報告書（平成 28 年度復興関係）』岩手県文化財調査報告書第 152 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団　

2018『北鹿糠遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 686 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団　

2018『サンニヤⅠ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 687 集

（公財）岩手県文化振興事業団　2018『平成 29 年度発掘調査報告書　岩洞湖Ⅰ・Ｈ遺跡　和野新墾神社遺跡　北野Ⅻ遺跡　

　　　　　　　　　　　　　　　　木戸場遺跡　中野城内遺跡　沼里遺跡　根井沢穴田Ⅳ遺跡　耳取Ⅰ遺跡　千厩城遺跡

ほか調査概報（23 遺跡）』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 692 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団　

2019『南鹿糠Ⅰ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 697 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2019『上のマッカ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 698 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2019『小田ノ沢遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 699 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2019『鹿糠浜Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 702 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2019『南八木遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 703 集

岩手県洋野町教育委員会　2019『西平内Ⅰ遺跡ハンドボーリング調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第４集

岩手県洋野町教育委員会　2019『続石遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第６集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団　

2020『サンニヤⅢ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 714 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団　

2020『田ノ端Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 715 集

久慈広域連合・岩手県洋野町教育委員会　2020『尺沢遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第８集

岩手県洋野町教育委員会　2020『西平内Ⅰ遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第９集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2021『北ノ沢Ⅰ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 725 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2021『宿戸遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 726 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2021『鹿糠浜Ⅰ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 727 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2021『北玉川Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 728 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2021『板橋Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 729 集
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範
囲
変
更
（
令
和
元
年
度
）

34
IF
77
-0
20
1
細
沢
鉄
山

ほ
そ
ざ
わ
て
つ
ざ
ん

製
鉄
関
連

近
世

鉄
滓

種
市
第
74
地
割

35
IF
77
-1
02
7
濁
川
鉄
山

に
ご
り
か
わ
て
つ
ざ
ん

製
鉄
関
連

近
世

鉄
滓

種
市
第
73
地
割
、

大
野
第
26
地
割

36
IF
79
-0
12
3
小
田
の
沢
鉄
山

こ
だ
の
さ
わ
て
つ
ざ
ん

製
鉄
関
連

近
世

鉄
滓

種
市
第
3
地
割

37
IF
79
-0
35
1
八
木
貝
塚

や
ぎ
か
い
づ
か

貝
塚

縄
文

縄
文
土
器
（
晩
期
）、
鹿
角

種
市
第
1
地
割

38
IF
79
-0
37
3
袖
山

そ
で
や
ま

集
落
跡

縄
文
、
古
墳

縄
文
土
器
（
中
・
後
期
）、
石
製
模
造
品
（
古
墳
時
代
）

種
市
第
1
地
割

39
IF
79
-1
24
5
長
坂
Ⅰ

な
が
さ
か
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
後
・
晩
期
）

小
子
内
第
1・
2
地

割
名
称
変
更
（
令
和
元
年
度
）

40
IF
79
-1
35
8
小
子
内
貝
塚

お
こ
な
い
か
い
づ
か

貝
塚

縄
文

染
付
磁
器
、
鉄
片
、
ミ
ル
ク
イ
、
イ
シ
ダ
タ
ミ

小
子
内
第
5
地
割

41
IF
79
-2
34
4
黒
マ
ッ
カ
貝
塚

く
ろ
ま
っ
か
か
い
づ
か

貝
塚

縄
文
、
古
代

縄
文
土
器
（
後
期
）、
石
器
、
土
師
器

有
家
第
2
地
割

42
IF
89
-0
33
9
向
折
戸

む
か
い
お
り
ど

集
落
跡

縄
文

縄
文
土
器
（
晩
期
）、
石
斧

有
家
第
3
地
割

43
IF
89
-0
34
0
上
の
マ
ッ
カ

う
え
の
ま
っ
か

集
落
跡

縄
文
、
古
代
、

中
世
、
近
世

竪
穴
住
居
跡
、
竪
穴
建
物
跡
、
陥
し
穴
状
遺
構
、
土
坑
、

焼
土
遺
構
、炭
窯
跡
（
近
世
）、
縄
文
土
器
（
早
～
後
期
）、

製
塩
土
器
、
土
師
器
、
石
器
、
古
銭

有
家
第
5
地
割

平
成
27
年
度
・
29
年
度

本
発
掘
調
査

範
囲
変
更
（
平
成
23
年
度
）

※
19

44
IF
89
-0
35
3
有
家
館

う
げ
だ
て

城
館
跡

中
世

単
郭
、
堀
跡
（
破
壊
）

有
家
第
5
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

範
囲
変
更
（
平
成
23
年
度
）

45
IF
99
-1
15
3
芦
毛
渡
鉄
山

あ
し
げ
わ
た
り
て
つ
ざ
ん

製
鉄
関
連

近
世

鉄
滓

中
野
第
7
地
割

46
IG
80
-0
05
6
有
家
台
場

う
げ
だ
い
ば

砲
台
場
跡

近
世

土
塁

有
家
第
8
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

47
IG
80
-1
00
6
大
宮
Ⅱ

お
お
み
や
に

散
布
地

縄
文
、
弥
生

縄
文
土
器
（
早
期
）、
弥
生
土
器

中
野
第
2
地
割

48
IG
80
-1
00
8
大
宮
Ⅰ

お
お
み
や
い
ち

集
落
跡

縄
文
、
弥
生

縄
文
土
器
（
早
・
前
・
晩
期
）、
石
錘
、
弥
生
土
器

中
野
第
2
地
割

49
IG
80
-1
06
3
長
根
塚

な
が
ね
づ
か

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

中
野
第
2・
4
地
割

50
IG
80
-2
00
4
中
野
館
（
館
桜
・
蝦
夷
館
）

な
か
の
だ
て

城
館
跡

中
世

単
郭
、
堀
跡
（
破
壊
）

中
野
第
4
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

51
IG
90
-0
00
5
蝦
夷
塚

え
ぞ
づ
か

集
落
跡

縄
文

縄
文
土
器

中
野
第
11
地
割

範
囲
変
更
（
平
成
23
年
度
）
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52
IG
90
-0
08
5
藤
好
沢

ふ
じ
よ
し
ざ
わ

集
落
跡

縄
文

縄
文
土
器
（
前
・
晩
期
）、
石
刀

中
野
第
7
地
割

53
IF
38
-1
07
2
ア
イ
ヌ
森

あ
い
ぬ
も
り

散
布
地

縄
文
、
弥
生
、

古
代

縄
文
土
器
（
前
～
晩
期
）、
縄
文
晩
期
後
葉
～
弥
生
前
期

の
土
器
、
石
器
、
土
師
器

種
市
第
39
地
割

浜
通
遺
跡
か
ら
名
称
・
範
囲
変
更
（
平
成
23
年
度
）

※
4

54
欠
番

－
－

－
－

－
－

－
北
丿
沢
遺
跡
（
登
録
抹
消
）

55
IF
48
-0
19
4
平
内
Ⅲ

ひ
ら
な
い
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
中
期
）、
磨
石

種
市
第
34
地
割

範
囲
変
更
（
平
成
23
年
度
）

※
4

56
IF
48
-1
02
5
石
倉

い
し
く
ら

散
布
地

縄
文
、
古
代

縄
文
土
器
（
後
期
）、
敲
石
、
礫
器
、
土
師
器

種
市
第
37
地
割

範
囲
変
更
（
平
成
23
年
度
）

※
4

57
IF
48
-2
02
3
櫃
割

ひ
つ
わ
り

散
布
地

縄
文

石
棒

種
市
第
46
・
49
地

割

58
IF
56
-1
35
8
ニ
サ
ク
ド
ウ

に
さ
く
ど
う

散
布
地

縄
文
、
古
代

縄
文
土
器
（
晩
期
）、
土
師
器
、
支
脚

種
市
第
63
地
割

59
IF
57
-2
32
3
高
取
Ⅰ

た
か
と
り
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

種
市
第
21
地
割

60
IF
57
-2
27
9
高
取
Ⅱ

た
か
と
り
に

集
落
跡

縄
文

縄
文
土
器
（
中
・
晩
期
）

種
市
第
21
・
72
地

割

61
IF
69
-0
04
2
戸
類
家

へ
る
け

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
晩
期
）、
土
偶

種
市
第
10
・
11
地

割

62
IF
69
-2
11
3
向
山

む
か
い
や
ま

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

種
市
第
6
地
割

63
IF
68
-2
33
7
田
ノ
沢

た
の
さ
わ

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
晩
期
）

種
市
第
7
地
割

64
IF
89
-0
37
8
向
長
根

む
か
い
な
が
ね

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

有
家
第
8
地
割

65
IF
48
-0
01
7
平
内
Ⅱ

ひ
ら
な
い
に

集
落
跡
、

狩
猟
場
跡

縄
文
、
弥
生
、

近
世

竪
穴
住
居
跡
、
縄
文
土
器
（
早
期
中
葉
・
中
期
末
～
後

期
前
葉
）、
弥
生
土
器
（
前
期
後
半
）、
土
製
品
、
石
器
、

石
製
品
、
鉄
製
品
、
煙
管
、
銭
貨
、
屋
外
炉
、
土
坑
、

溝
状
土
坑
、
集
石
、
溝
跡
、
焼
土
遺
構

種
市
第
39
・
43
地

割
平
成
11
～
13
年
度
・
23

～
25
年
度
本
発
掘
調
査

範
囲
変
更
（
平
成
23
年
度
）

※
3

～
6

66
IF
79
-0
11
9
大
浜

お
お
は
ま

集
落
跡

縄
文

縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
3
地
割

67
IF
69
-1
10
9
舘

た
て

集
落
跡

縄
文

縄
文
土
器
（
中
期
）

種
市
第
7
地
割

68
IF
56
-2
35
0
大
沢

お
お
さ
わ

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

種
市
第
66
・
68
地

割
平
成
13
年
度
新
規
発
見

69
IF
38
-0
09
8
二
十
一
平

に
じ
ゅ
う
い
ち
た
い

製
塩
遺
跡

古
代

製
塩
土
器
、
土
製
支
脚
、
土
師
器

種
市
第
41
地
割

平
成
15
年
度
新
規
発
見
、範
囲
変
更
（
平
成
23
年
度
）
※
4

70
IF
59
-2
16
1
玉
川
Ⅰ

た
ま
が
わ
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
早
期
）

種
市
第
13
地
割

71
IF
59
-2
03
8
玉
川
Ⅱ

た
ま
が
わ
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
前
期
）

種
市
第
13
・
14
地

割

72
IF
69
-1
12
6
馬
場
Ⅰ

ば
ば
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

種
市
第
7
地
割

平
成
16
年
度
新
規
発
見
、範
囲
変
更（
平
成
23
年
度
）、

名
称
変
更
（
令
和
元
年
度
）

73
IF
89
-0
31
4
八
森

は
ち
も
り

集
落
跡

縄
文
、
奈
良

竪
穴
住
居
跡
、
縄
文
土
器
、
土
師
器
、
石
器

有
家
第
3・
4
地
割

平
成
28
年
度
本
発
掘
調
査

平
成
16
年
度
新
規
発
見
、範
囲
変
更
（
平
成
23
年
度
）
※
13

74
IF
86
-0
11
8
向
田
Ⅱ

む
か
い
だ
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

大
野
第
20
地
割
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75
IF
86
-0
13
7
向
田

む
か
い
だ

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
後
期
）、
石
器

大
野
第
23
地
割

76
IF
86
-0
14
4
向
田
Ⅰ

む
か
い
だ
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
後
期
）、
石
器

大
野
第
20
地
割

77
IF
87
-1
08
2
明
戸
館

あ
け
ど
だ
て

城
館
跡

中
世

単
郭
、
土
塁
、
堀
跡
、
平
場

大
野
第
29
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

78
IF
87
-2
10
0
萩
の
渡

は
ぎ
の
わ
た
り

製
鉄
関
連

近
世

鉄
滓

大
野
第
36
・
37
地

割

79
IF
87
-2
36
6
沢
山
館
（
蝦
夷
館
）

さ
わ
や
ま
だ
て

城
館
跡

中
世

堀
跡
、
単
郭

大
野
第
49
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

80
IF
88
-2
28
4
牛
転
ば
し
林
館

う
し
こ
ろ
ば
し
ば
や
し
だ
て

城
館
跡

中
世

堀
跡
、
平
場

大
野
第
55
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

81
IF
96
-0
27
2
た
て
ひ
ら
館

た
て
ひ
ら
や
か
た

城
館
跡

中
世

郭
跡
、
堀
跡
、
平
場

大
野
第
13
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

82
IF
96
-0
38
7
長
根

な
が
ね

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
後
・
晩
期
）、
石
器

大
野
第
72
地
割

83
IF
96
-1
28
0
蝦
夷
森
館

え
ぞ
も
り
だ
て

城
館
跡

中
世

郭
跡
、
堀
跡
、
平
場

大
野
第
10
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

84
IF
96
-2
23
8
横
岸
沢
Ⅱ

よ
こ
ぎ
し
ざ
わ
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
、
石
器

大
野
第
4
地
割

85
IF
96
-2
24
9
横
岸
沢
Ⅰ

よ
こ
ぎ
し
ざ
わ
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
、
石
器

大
野
第
5
地
割

86
IF
96
-2
31
6
大
野
館

お
お
の
だ
て

城
館
跡

中
世

平
場

大
野
第
5
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

87
IF
97
-0
01
2
ひ
と
も
っ
こ
館

ひ
と
も
っ
こ
だ
て

城
館
跡

中
世

単
郭
、
堀
跡
、
平
場
、
竪
穴

大
野
第
68
・
69
地

割
昭
和
59
年
度
調
査

88
IF
97
-2
05
5
金
ケ
沢

か
ね
が
さ
わ

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
前
期
）

大
野
第
59
地
割

89
IF
98
-1
29
9
阿
子
木
館

あ
こ
ぎ
だ
て

城
館
跡

中
世

単
郭
、
堀
跡
、
竪
穴

阿
子
木
第
4
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

90
JF
07
-0
16
8
高
森
Ⅱ

た
か
も
り
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

大
野
第
57
地
割

91
JF
07
-2
06
1
上
水
沢
Ⅰ

か
み
み
ず
さ
わ
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

水
沢
第
5
地
割

92
JF
07
-2
18
8
上
水
沢
Ⅱ

か
み
み
ず
さ
わ
に

集
落
跡

縄
文
、
弥
生

竪
穴
住
居
跡
、
住
居
状
遺
構
、
土
坑
、
柱
穴
状
土
坑
、

焼
土
遺
構
、
埋
設
土
器
遺
構
、
縄
文
土
器
（
早
～
後
期
）、

弥
生
土
器
、土
製
品
、石
器
、鉄
製
品
、銭
貨（
寛
永
通
宝
）、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、
陶
磁
器
（
近
・
現
代
）、
遺
物
包
含

層

水
沢
第
7
地
割

平
成
12
年
度
本
発
掘
調
査

※
2

93
JF
07
-2
19
6
上
水
沢
Ⅲ

か
み
み
ず
さ
わ
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

水
沢
第
5
地
割

94
JF
07
-2
20
4
高
森
Ⅰ

た
か
も
り
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

水
沢
第
7
地
割

95
JF
07
-2
27
2
上
水
沢
Ⅳ

か
み
み
ず
さ
わ
よ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

水
沢
第
7
地
割

96
JF
07
-2
27
5
上
水
沢
Ⅴ
（
蝦
夷
館
）

か
み
み
ず
さ
わ
ご

城
館
跡

中
世

単
郭

水
沢
第
7
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

97
JF
07
-2
28
8
下
水
沢
Ⅰ

し
も
み
ず
さ
わ
い
ち

散
布
地

縄
文

剥
片

水
沢
第
8
地
割

98
JF
07
-2
29
4
上
水
沢
Ⅵ

か
み
み
ず
さ
わ
ろ
く

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

水
沢
第
7
地
割

99
JF
08
-0
06
7
堤
内

つ
つ
み
な
い

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

大
野
第
57
地
割
、

帯
島
第
11
地
割
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文
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10
0
JF
08
-0
12
9
日
当
Ⅰ

ひ
な
た
い
ち

散
布
地

古
代

土
師
器

大
野
第
57
地
割
、

阿
子
木
第
9
地
割

10
1
JF
08
-0
18
6
下
帯
島
Ⅰ

し
も
た
い
し
ま
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

大
野
第
57
地
割
、

帯
島
第
11
地
割

10
2
JF
08
-0
22
1
日
当
Ⅱ

ひ
な
た
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

阿
子
木
第
9
地
割

10
3
JF
08
-0
22
5
阿
子
木

あ
こ
ぎ

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

阿
子
木
第
7・
12

地
割

10
4
JF
08
-1
10
8
下
帯
島
Ⅱ

し
も
た
い
し
ま
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
11
地
割

10
5
JF
08
-1
15
6
蝦
夷
館
Ⅰ

え
ぞ
だ
て
い
ち

城
館
跡

中
世

平
場
、
堀
跡

帯
島
第
5
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

10
6
JF
08
-1
19
9
上
帯
島
Ⅰ

か
み
た
い
し
ま
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
8
地
割

10
7
JF
08
-1
22
5
二
ツ
屋

ふ
た
つ
や

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

阿
子
木
第
18
地
割

10
8
JF
08
-1
25
4
下
帯
島
Ⅲ

し
も
た
い
し
ま
さ
ん

散
布
地

古
代

土
師
器

阿
子
木
第
18
地
割

10
9
JF
08
-1
27
2
下
帯
島
Ⅳ

し
も
た
い
し
ま
よ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
9
地
割

11
0
JF
08
-1
37
5
二
ツ
屋
向

ふ
た
つ
や
む
か
い

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

阿
子
木
第
12
地
割

11
1
JF
08
-1
39
8
長
塚
森
Ⅰ

ち
ょ
う
づ
か
も
り
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

阿
子
木
第
12
地
割

11
2
JF
08
-2
05
9
高
森
Ⅲ

た
か
も
り
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
4
地
割

11
3
JF
08
-2
07
3
大
渡
Ⅳ

お
お
わ
た
り
よ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
1
地
割

11
4
JF
08
-2
08
1
大
渡
Ⅴ
（
蝦
夷
館
）

お
お
わ
た
り
ご

城
館
跡
か
？

中
世

単
郭
、
堀
跡

帯
島
第
1
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

11
5
JF
08
-2
11
1
蝦
夷
館

え
ぞ
だ
て

城
館
跡

中
世

単
郭
、
堀
跡

帯
島
第
4
地
割

昭
和
59
年
度
調
査

11
6
JF
08
-2
11
7
関
口
Ⅰ

せ
き
ぐ
ち
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
6・
7
地
割

11
7
JF
08
-2
12
7
関
口
Ⅱ

せ
き
ぐ
ち
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
7
地
割

11
8
JF
08
-2
14
8
上
帯
島
Ⅱ

か
み
た
い
し
ま
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
7
地
割

11
9
JF
08
-2
19
4
上
帯
島
Ⅲ

か
み
た
い
し
ま
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
7
地
割

12
0
JF
08
-2
21
1
上
帯
島
Ⅳ

か
み
た
い
し
ま
よ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
7
地
割

12
1
JF
08
-2
26
9
弥
栄
Ⅰ

い
や
さ
か
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

字
弥
栄

12
2
JF
08
-2
28
7
弥
栄
Ⅲ

い
や
さ
か
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

字
弥
栄

12
3
JF
08
-2
29
8
弥
栄
Ⅳ

い
や
さ
か
よ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
7
地
割

12
4
JF
08
-2
30
1
弥
栄
Ⅴ

い
や
さ
か
ご

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
7
地
割

12
5
JF
08
-2
30
4
弥
栄
Ⅵ

い
や
さ
か
ろ
く

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
7
地
割

12
6
JF
08
-2
31
8
長
塚
森
Ⅱ

ち
ょ
う
づ
か
も
り
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
後
期
）、
壷

阿
子
木
第
12
地
割
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考

文
献

12
7
JF
08
-2
32
2
弥
栄
Ⅶ

い
や
さ
か
な
な

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
7
地
割

12
8
JF
08
-2
35
3
弥
栄
Ⅷ

い
や
さ
か
は
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

字
弥
栄

12
9
JF
08
-2
35
7
弥
栄
Ⅸ

い
や
さ
か
き
ゅ
う

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

字
弥
栄

13
0
JF
08
-2
37
1
弥
栄
Ⅹ

い
や
さ
か
じ
ゅ
う

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

字
弥
栄

13
1
JF
08
-2
37
3
弥
栄
Ⅹ
Ⅰ

い
や
さ
か
じ
ゅ
う
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

字
弥
栄

13
2
JF
08
-2
38
0
弥
栄
Ⅹ
Ⅱ

い
や
さ
か
じ
ゅ
う
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

字
弥
栄

13
3
JF
09
-1
02
2
長
塚
森
Ⅲ

ち
ょ
う
づ
か
も
り
さ
ん

散
布
地

縄
文

石
鏃

阿
子
木
第
12
地
割

13
4
JF
09
-1
05
1
長
塚
森
Ⅳ

ち
ょ
う
づ
か
も
り
よ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

阿
子
木
第
12
地
割

13
5
JF
09
-2
07
1
弥
栄
Ⅱ

い
や
さ
か
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
7
地
割

13
6
JF
17
-0
14
0
上
水
沢
Ⅶ

か
み
み
ず
さ
わ
な
な

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
後
期
）

水
沢
第
3
地
割

13
7
JF
17
-0
21
8
下
水
沢
Ⅱ

し
も
み
ず
さ
わ
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

水
沢
第
9
地
割

13
8
JF
17
-0
29
6
金
間
部
Ⅰ

か
な
ま
ぶ
い
ち

製
鉄
関
連

近
世

鞴
の
羽
口
、
鉄
滓

水
沢
第
12
地
割

13
9
JF
17
-0
29
7
金
間
部
Ⅱ

か
な
ま
ぶ
に

散
布
地

縄
文
、
古
代
、

近
世

縄
文
土
器
、
土
師
器
、
寛
永
通
宝

水
沢
第
12
地
割

14
0
JF
17
-0
33
7
大
渡
Ⅰ

お
お
わ
た
り
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

水
沢
第
10
地
割

14
1
JF
17
-0
33
9
大
渡
Ⅱ

お
お
わ
た
り
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

水
沢
第
10
地
割

14
2
JF
17
-1
02
2
生
平
Ⅰ

お
い
た
い
ら
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

水
沢
第
2
地
割

14
3
JF
17
-1
02
4
生
平
Ⅱ

お
い
た
い
ら
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

水
沢
第
2
地
割

14
4
JF
17
-2
00
3
青
菜
畑
Ⅱ

あ
お
な
は
た
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
後
期
）

水
沢
第
14
地
割

14
5
JF
17
-2
02
7
青
菜
畑

あ
お
な
は
た

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
、
石
器

水
沢
第
13
地
割

14
6
JF
18
-0
00
2
大
渡
Ⅲ

お
お
わ
た
り
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
2
地
割

14
7
JF
18
-0
10
3
帯
島
開
拓
地
Ⅰ

た
い
し
ま
か
い
た
く
ち
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
7
地
割

14
8
JF
18
-0
10
8
帯
島
開
拓
地
Ⅱ

た
い
し
ま
か
い
た
く
ち
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

字
弥
栄

14
9
JF
18
-0
11
6
帯
島
開
拓
地
Ⅲ

た
い
し
ま
か
い
た
く
ち
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

帯
島
第
7
地
割

15
0
JF
18
-1
05
2
太
田

お
お
た

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

水
沢
第
11
地
割

15
1
IF
37
-1
36
7
堆
中
山
Ⅰ

た
い
な
か
や
ま
い
ち

散
布
地

縄
文

石
斧

種
市
第
41
地
割

※
4

15
2
IF
38
-1
04
2
堆
中
山
Ⅱ

た
い
な
か
や
ま
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
、
礫
器

種
市
第
41
地
割

※
4

15
3
IF
38
-2
00
1
角
川
目
Ⅱ

か
ど
か
わ
め
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

種
市
第
39
・
40
地

割
※
4

15
4
IF
37
-2
34
3
田
ノ
端
Ⅰ

た
の
は
た
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
後
期
）

種
市
第
42
地
割

※
4
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15
5
IF
37
-2
35
6
笹
花
Ⅰ

さ
さ
は
な
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

種
市
第
43
地
割

※
4

15
6
IF
38
-2
05
3
笹
花
Ⅱ

さ
さ
は
な
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
後
期
）

種
市
第
43
地
割

※
4

15
7
IF
37
-2
37
9
笹
花
Ⅲ

さ
さ
は
な
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

種
市
第
43
地
割

※
4

15
8
IF
37
-2
39
7
笹
花
Ⅳ

さ
さ
は
な
よ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
、
石
斧
、
敲
石
、
礫
器

種
市
第
43
地
割

※
4

15
9
IF
37
-2
39
2
伝
吉
Ⅱ

で
ん
き
ち
に

集
落
跡
、

狩
猟
場
跡

縄
文

竪
穴
住
居
跡
、土
坑
、陥
し
穴
状
遺
構
、縄
文
土
器
（
前
・

後
期
）、
石
器

種
市
第
42
～
44

地
割

令
和
元
年
度
本
発
掘
調
査

※
4

※
29

16
0
IF
47
-0
23
9
伝
吉
Ⅲ

で
ん
き
ち
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

種
市
第
44
地
割

※
4

16
1
IF
47
-0
23
8
伝
吉
Ⅳ

で
ん
き
ち
よ
ん

製
鉄
関
連

不
明

鉄
滓

種
市
第
44
地
割

※
4

16
2
IF
47
-0
21
6
伝
吉
Ⅴ

で
ん
き
ち
ご

製
鉄
関
連

不
明

鉄
滓

種
市
第
44
地
割

※
4

16
3
IF
47
-0
34
5
北
ノ
沢
Ⅰ

き
た
の
さ
わ
い
ち

集
落
跡

縄
文

埋
設
土
器
、
焼
土
遺
構
、
捨
て
場
、
縄
文
土
器
、
石
器
、

土
偶
、
短
冊
状
土
製
品

種
市
第
45
地
割

平
成
28
年
度
・
29
年
度

本
発
掘
調
査

範
囲
変
更
（
平
成
25
年
度
）

※
4

※
33

16
4
IF
47
-0
33
3
北
ノ
沢
Ⅱ

き
た
の
さ
わ
に

散
布
地

縄
文
、
古
代

縄
文
土
器
、
土
師
器

種
市
第
44
・
45
地

割
※
4

16
5
IF
47
-0
25
8
北
ノ
沢
Ⅲ

き
た
の
さ
わ
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

種
市
第
45
地
割

※
4

16
6
IF
47
-0
39
0
北
ノ
沢
Ⅳ

き
た
の
さ
わ
よ
ん

散
布
地

縄
文
、
古
代

縄
文
土
器
（
前
期
）、
土
師
器

種
市
第
45
地
割

※
4

16
7
IF
47
-0
34
4
北
ノ
沢
Ⅴ

き
た
の
さ
わ
ご

製
鉄
関
連

不
明

鉄
滓

種
市
第
45
地
割

※
4

16
8
IF
47
-0
34
1
北
ノ
沢
Ⅵ

き
た
の
さ
わ
ろ
く

製
鉄
関
連

不
明

鉄
滓

種
市
第
45
地
割

※
4

16
9
IF
47
-0
25
7
北
ノ
沢
Ⅶ

き
た
の
さ
わ
な
な

製
鉄
関
連

不
明

鉄
滓

種
市
第
45
地
割

※
4

17
0
IF
47
-0
29
9
北
ノ
沢
Ⅷ

き
た
の
さ
わ
は
ち

製
鉄
関
連

不
明

鉄
滓

種
市
第
45
地
割

※
4

17
1
IF
47
-1
25
0
北
ノ
沢
Ⅸ

き
た
の
さ
わ
き
ゅ
う

製
鉄
関
連

不
明

鉄
滓

種
市
第
45
地
割

※
4

17
2
IF
47
-1
13
8
北
ノ
沢
Ⅹ

き
た
の
さ
わ
じ
ゅ
う

製
鉄
関
連

不
明

鉄
滓

種
市
第
45
地
割

※
4

17
3
IF
38
-2
19
2
北
平
内
Ⅰ

き
た
ひ
ら
な
い
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
、
石
斧
、
礫
器

種
市
第
38
地
割

※
4

17
4
IF
48
-0
12
7
北
平
内
Ⅱ

き
た
ひ
ら
な
い
に

散
布
地

縄
文
、
古
代

縄
文
土
器
、
土
師
器

種
市
第
38
地
割

※
4

17
5
IF
48
-0
12
3
北
平
内
Ⅲ

き
た
ひ
ら
な
い
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

種
市
第
38
地
割

※
4

17
6
IF
48
-0
12
1
北
平
内
Ⅳ

き
た
ひ
ら
な
い
よ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
後
期
）、
剥
片

種
市
第
38
地
割

※
4

17
7
IF
48
-0
11
0
北
平
内
Ⅴ

き
た
ひ
ら
な
い
ご

散
布
地

縄
文
、
弥
生

縄
文
土
器
（
後
・
晩
期
）、
縄
文
晩
期
後
葉
～
弥
生
前
期

の
土
器

種
市
第
38
・
39
・

43
地
割

※
4

17
8
IF
48
-0
14
3
北
平
内
Ⅵ

き
た
ひ
ら
な
い
ろ
く

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
、
石
斧
、
敲
石

種
市
第
38
地
割

※
4

17
9
IF
48
-0
15
8
浜
平
内

は
ま
ひ
ら
な
い

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
早
・
晩
期
）、
石
斧
、
敲
石

種
市
第
35
・
36
地

割
※
4

18
0
IF
48
-0
17
4
平
内
Ⅳ

ひ
ら
な
い
よ
ん

散
布
地

縄
文
、
古
代

縄
文
土
器
（
前
期
）、
石
斧
、
敲
石
、
土
師
器
、
須
恵
器

種
市
第
35
地
割

※
4
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N
o.
遺
跡
コ
ー
ド

遺
跡
名

よ
み
が
な

種
　
別

時
　
代

遺
　
構
　
・
　
遺
　
物

所
在
地

調
査
経
歴

備
　
　
　
　
　
考

文
献

18
1
IF
48
-0
19
7
平
内
Ⅴ

ひ
ら
な
い
ご

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
前
期
）、
石
斧
、
礫
器

種
市
第
33
・
35
地

割
※
4

18
2
IF
48
-1
20
0
南
平
内
Ⅰ

み
な
み
ひ
ら
な
い
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
晩
期
）、
製
塩
土
器

種
市
第
33
地
割

※
4

18
3
IF
48
-1
11
9
南
平
内
Ⅱ

み
な
み
ひ
ら
な
い
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
、
剥
片
石
器

種
市
第
33
地
割

※
4

18
4
IF
48
-1
12
6
南
平
内
Ⅲ

み
な
み
ひ
ら
な
い
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
、
剥
片

種
市
第
33
地
割

※
4

18
5
IF
48
-0
04
1
西
平
内
Ⅰ

に
し
ひ
ら
な
い
い
ち

集
落
跡
、

狩
猟
場
跡

縄
文
、
弥
生

竪
穴
住
居
跡
、
竪
穴
状
遺
構
、
掘
立
柱
建
物
跡
、
陥
し

穴
状
遺
構
、
土
坑
、
焼
土
遺
構
、
炉
跡
、
埋
設
土
器
、

柱
穴
、
配
石
遺
構
、
集
石
遺
構
、
整
地
層
、
縄
文
土
器

（
早
・
前
・
後
期
）、
弥
生
土
器
（
後
期
）、
石
器
、
土
製

品
、
石
製
品
、
環
状
列
石

種
市
第
37
地
割

平
成
26
年
度
・
27
年
度

本
発
掘
調
査
、
平
成
28
年

度
ハ
ン
ド
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
、
令
和
元
年
度
ト
レ
ン

チ
発
掘
調
査

範
囲
変
更
（
平
成
29
年
度
）

※
4

※
8

※
12

※
24

※
32

18
6
IF
48
-1
04
0
西
平
内
Ⅱ

に
し
ひ
ら
な
い
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
前
期
）、
石
器

種
市
第
37
地
割

※
4

18
7
IF
48
-1
11
5
東
平
内
Ⅰ

ひ
が
し
ひ
ら
な
い
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
、
石
斧
、
敲
石
、
礫
器
、
剥
片

種
市
第
34
地
割

※
4

18
8
IF
48
-1
03
9
東
平
内
Ⅱ

ひ
が
し
ひ
ら
な
い
に

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器

種
市
第
34
地
割

※
4

18
9
IF
48
-1
08
0
東
平
内
Ⅲ

ひ
が
し
ひ
ら
な
い
さ
ん

製
鉄
関
連

不
明

羽
口
、
鉄
滓

種
市
第
46
地
割

※
4

19
0
IF
47
-1
39
0
姥
沢
Ⅰ

う
ば
さ
わ
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
後
期
）、
石
鏃
、
石
斧
、
剥
片

種
市
第
47
地
割

※
4

19
1
IF
47
-1
28
8
姥
沢
Ⅱ

う
ば
さ
わ
に

散
布
地

縄
文
、
古
代

縄
文
土
器
、
石
斧
、
土
師
器

種
市
第
47
地
割

※
4

19
2
IF
47
-1
36
0
姥
沢
Ⅲ

う
ば
さ
わ
さ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
前
・
後
期
）、
削
掻
器
、
石
斧
、
剥
片
、
古

銭
種
市
第
47
地
割

※
4

19
3
IF
47
-1
34
2
姥
沢
Ⅳ

う
ば
さ
わ
よ
ん

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
（
中
期
）、
削
掻
器
、
ピ
エ
ス
エ
ス
キ
ー
ユ
、

剥
片

種
市
第
47
地
割

※
4

19
4
IF
48
-1
19
7
南
川
尻

み
な
み
か
わ
し
り

集
落
跡
、

狩
猟
場
跡

縄
文

竪
穴
住
居
跡
、
土
坑
、
陥
し
穴
状
遺
構
、
焼
土
、
墓
壙
、

縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
28
地
割

平
成
26
年
度
・
28
年
度

本
発
掘
調
査

平
成
25
年
度
新
規
発
見

※
7

※
14

19
5
IF
48
-2
12
8
サ
ン
ニ
ヤ
Ⅰ

さ
ん
に
や
い
ち

集
落
跡
、

狩
猟
場
跡

縄
文

竪
穴
住
居
跡
、
陥
し
穴
状
遺
構
、
土
坑
、
焼
土
遺
構
、

縄
文
土
器
、
石
器
、
鐸
形
土
製
品

種
市
第
25
地
割

平
成
27
年
度
・
28
年
度

本
発
掘
調
査

平
成
25
年
度
新
規
発
見

※
9

※
14

※
16

19
6
IF
58
-0
28
8
北
鹿
糠

き
た
か
ぬ
か

集
落
跡
、

狩
猟
場
跡

縄
文

竪
穴
住
居
跡
、陥
し
穴
状
遺
構
、土
坑
、焼
土
、縄
文
土
器
、

石
器

種
市
第
17
地
割

平
成
27
年
度
・
28
年
度

本
発
掘
調
査

平
成
25
年
度
新
規
発
見

※
15

19
7
IF
58
-1
35
4
鹿
糠
浜
Ⅱ

か
ぬ
か
は
ま
に

集
落
跡
、

狩
猟
場
跡

縄
文
、
奈
良

竪
穴
住
居
跡
（
縄
文
・
奈
良
）、
土
坑
、
陥
し
穴
状
遺
構
、

柱
穴
、遺
物
集
中
部
、溝
跡
、縄
文
土
器
、石
器
、土
製
品
、

石
製
品
、
土
師
器

種
市
第
15
地
割

平
成
29
年
度
本
発
掘
調
査

平
成
25
年
度
新
規
発
見

※
22

19
8
IF
58
-1
39
9
鹿
糠
浜
Ⅰ

か
ぬ
か
は
ま
い
ち

集
落
跡

縄
文
、
弥
生
、

飛
鳥
～
奈
良

配
石
遺
構
、
捨
て
場
、
竪
穴
建
物
跡
、
土
坑
、
陥
し
穴
、

竪
穴
状
遺
構
、焼
土
、溝
跡
、集
石
、柱
穴
状
土
坑
、炭
窯
、

円
筒
形
陥
し
穴
、
フ
ラ
ス
コ
状
土
坑
、
縄
文
土
器
（
草

創
期
・
早
・
前
・
後
・
晩
期
）、
製
塩
土
器
、
弥
生
土
器
、

土
製
品
、
石
器
、
石
製
品
、
7
Ｃ
後
半
～
8
Ｃ
前
半
代

の
土
師
器
・
土
製
品
（
紡
錘
車
・
垂
飾
品
）

種
市
第
15
地
割

平
成
29
年
度
・
30
年
度

本
発
掘
調
査

平
成
25
年
度
新
規
発
見
、範
囲
変
更
（
平
成
29
年
度
）
※
35



‒ 18 ‒

➨
㸯
⾲
ࠉ
⏫
ෆ
ࡢ
㑇
㊧
୍
ぴ
（
㸷
）

N
o.
遺
跡
コ
ー
ド

遺
跡
名

よ
み
が
な

種
　
別

時
　
代

遺
　
構
　
・
　
遺
　
物

所
在
地

調
査
経
歴

備
　
　
　
　
　
考

文
献

19
9
IF
69
-1
19
9
宿
戸

し
ゅ
く
の
へ

集
落
跡

縄
文
、
弥
生

竪
穴
住
居
跡
、
土
坑
、
貯
蔵
穴
、
陥
し
穴
状
遺
構
、
埋

設
土
器
、
焼
土
遺
構
、
配
石
遺
構
、
炭
窯
、
土
取
り
穴
、

縄
文
土
器
、
石
器
、
弥
生
土
器
、
土
偶
、
玦
状
耳
飾
、

線
刻
石
製
品
、
石
製
垂
飾
品
、
土
管
、
煉
瓦

種
市
第
4
～
6
地

割
平
成
28
年
度
～
30
年
度

本
発
掘
調
査

平
成
25
年
度
新
規
発
見

※
34

20
0
IF
69
-2
27
3
小
田
ノ
沢
Ⅰ

こ
だ
の
さ
わ
い
ち

集
落
跡

縄
文

竪
穴
住
居
跡
、
土
坑
、
柱
穴
、
縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
3
地
割

平
成
28
年
度
本
発
掘
調
査

平
成
25
年
度
新
規
発
見
、
名
称
変
更
（
令
和
元
年
度
）
※
20

20
1
IF
79
-1
21
7
南
八
木

み
な
み
や
ぎ

製
鉄
関
連
、

狩
猟
場
跡

縄
文
、
古
代
、

中
世

陥
し
穴
状
遺
構
、
土
坑
、
鉄
生
産
遺
構
、
廃
滓
場
、
製

炭
遺
構
、
縄
文
土
器
、
石
器
、
土
師
器
、
短
刀
、
鉄
滓
、

羽
口
、
炉
壁
、
砥
石

種
市
第
1
地
割

平
成
29
年
度
本
発
掘
調
査

平
成
25
年
度
新
規
発
見

※
23

20
2
IF
89
-1
39
4
下
向
Ⅰ

し
も
む
か
い
い
ち

狩
猟
場
跡

縄
文
、
弥
生

陥
し
穴
状
遺
構
、
土
坑
、
縄
文
土
器
、
弥
生
土
器
、
石

器
中
野
第
1
地
割

平
成
26
年
度
本
発
掘
調
査

平
成
25
年
度
新
規
発
見
、
名
称
変
更
（
令
和
元
年
度
）
※
7

20
3
IF
89
-2
32
3
中
野
城
内

な
か
の
じ
ょ
う
な
い

狩
猟
場
跡

縄
文

陥
し
穴
状
遺
構
、
土
坑
、
土
器
、
石
器

中
野
第
1
地
割

平
成
29
年
度
本
発
掘
調
査

平
成
25
年
度
新
規
発
見

※
17

20
4
IF
89
-1
32
2
黒
坂

く
ろ
さ
か

狩
猟
場
跡

縄
文

陥
し
穴
状
遺
構

有
家
第
9
地
割

平
成
26
年
度
本
発
掘
調
査

平
成
26
年
度
新
規
発
見

※
8

20
5
IF
48
-2
23
1
サ
ン
ニ
ヤ
Ⅱ

さ
ん
に
や
に

集
落
跡
、

狩
猟
場
跡

縄
文
、
古
代

竪
穴
住
居
跡
、
土
坑
、
陥
し
穴
状
遺
構
、
土
師
器
、
石

器
種
市
第
25
地
割

平
成
26
年
度
・
27
年
度

本
発
掘
調
査

平
成
26
年
度
新
規
発
見

※
8

※
11

20
6
IF
58
-1
33
3
南
鹿
糠
Ⅰ

み
な
み
か
ぬ
か
い
ち

集
落
跡
、

狩
猟
場
跡

縄
文
、
古
墳

竪
穴
住
居
跡
（
縄
文
・
７
C）
、
陥
し
穴
状
遺
構
、
土
坑
、

焼
土
遺
構
、
溝
状
遺
構
、
縄
文
土
器
、
土
師
器
、
土
製
品
、

石
器
、
石
製
品
、
銭
貨

種
市
第
16
地
割

平
成
26
年
度
・
27
年
度
・

29
年
度
本
発
掘
調
査

平
成
26
年
度
新
規
発
見

※
8

※
18

20
7
IF
57
-0
17
4
舘
野

た
て
の

散
布
地
、

製
鉄
関
連

古
代

製
塩
土
器
（
古
代
）、
鉄
滓

種
市
第
53
地
割

製
鉄
関
連
は
時
代
不
明
、
平
成
27
年
度
新
規
発
見

20
8
IF
59
-2
02
1
北
玉
川
Ⅰ

き
た
た
ま
が
わ
い
ち

集
落
跡
、

狩
猟
場
跡
、

炭
焼
き
場

縄
文
、
弥
生
、

近
・
現
代

竪
穴
住
居
跡
、
貯
蔵
穴
、
土
坑
、
陥
し
穴
状
遺
構
、
炭

窯
跡
、
縄
文
土
器
・
石
器
、
弥
生
土
器
・
石
器
、
陶
磁
器
、

素
焼
き
の
土
管

種
市
第
14
地
割

平
成
29
年
度
・
30
年
度
・

令
和
元
年
度
本
発
掘
調
査

平
成
27
年
度
新
規
発
見
、
名
称
変
更
（
令
和
元
年
度
）
※
36

20
9
IF
37
-2
34
3
田
ノ
端
Ⅱ

た
の
は
た
に

集
落
跡

縄
文

竪
穴
住
居
跡
、土
坑
、陥
し
穴
状
遺
構
、柱
穴
、縄
文
土
器
、

縄
文
石
器

種
市
第
42
地
割

平
成
29
年
度
・
30
年
度

本
発
掘
調
査

平
成
25
年
度
新
規
発
見

※
28

21
0
IF
58
-0
24
5
荒
津
内

あ
ら
つ
な
い

集
落
跡
、

そ
の
他

縄
文

陥
し
穴
状
遺
構
、フ
ラ
ス
コ
状
土
坑
、土
坑
、溝
跡
、土
器
、

石
器
、
動
物
遺
存
体
（
近
世
～
現
代
）

種
市
第
20
・
21
地

割
平
成
29
年
度
本
発
掘
調
査

平
成
28
年
度
新
規
発
見

※
21

21
1
IF
67
-2
35
5
松
ケ
沢
Ⅰ

ま
つ
が
さ
わ
い
ち

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
11
・
73
地

割
平
成
28
年
度
新
規
発
見

21
2
IF
58
-2
31
2
鹿
糠
浜
Ⅲ

か
ぬ
か
は
ま
さ
ん

散
布
地

縄
文

陥
し
穴
状
遺
構

種
市
第
15
地
割

平
成
28
年
度
新
規
発
見

21
3
IF
79
-0
01
2
続
石

つ
づ
く
い
し

集
落
跡
、

狩
猟
場
跡

縄
文
、
古
代

竪
穴
住
居
跡
、
溝
状
土
坑
、
土
坑
、
性
格
不
明
遺
構
、

縄
文
土
器
（
早
・
後
期
）、
土
製
品
、
石
器
、
製
塩
土
器
、

土
製
支
脚

種
市
第
4
地
割

令
和
元
年
度
本
発
掘
調
査

平
成
29
年
度
新
規
発
見
、
範
囲
変
更
（
令
和
元
年
度
）
※
26

21
4
IF
86
-2
26
5
新
田

し
ん
で
ん

製
鉄
関
連

近
世

鉄
滓

大
野
第
14
地
割

平
成
29
年
度
新
規
発
見

21
5
IF
85
-2
33
5
一
本
松
向
Ⅰ

い
っ
ぽ
ん
ま
つ
む
か
い
い
ち

散
布
地
、

製
鉄
関
連

縄
文
、
古
代
、

近
世

縄
文
土
器
、
土
師
器
、
鉄
滓

大
野
第
15
地
割

製
鉄
関
連
は
時
代
不
明
、
平
成
29
年
度
新
規
発
見

21
6
IF
86
-2
05
3
一
本
松
向
Ⅱ

い
っ
ぽ
ん
ま
つ
む
か
い
に

散
布
地
、

製
鉄
関
連

縄
文
、
近
世

縄
文
土
器
、
鉄
滓

大
野
第
15
・
17
地

割
製
鉄
関
連
は
時
代
不
明
、
平
成
29
年
度
新
規
発
見
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N
o.
遺
跡
コ
ー
ド

遺
跡
名

よ
み
が
な

種
　
別

時
　
代

遺
　
構
　
・
　
遺
　
物

所
在
地

調
査
経
歴

備
　
　
　
　
　
考

文
献

21
7
IF
58
-1
17
0
板
橋
Ⅰ

い
た
ば
し
い
ち

狩
猟
場
跡

縄
文

陥
し
穴
状
遺
構

種
市
第
21
地
割

平
成
29
年
度
新
規
発
見
、
名
称
変
更
（
令
和
元
年
度
）

21
8
IF
48
-2
25
0
サ
ン
ニ
ヤ
Ⅲ

さ
ん
に
や
さ
ん

狩
猟
場
跡

縄
文

陥
し
穴
状
土
坑
、
土
坑
、
焼
土
遺
構
、
炭
窯
、
縄
文
土
器
、

石
器
、
弥
生
土
器
、
近
世
陶
磁
器

種
市
第
25
地
割

平
成
28
年
度
～
30
年
度

本
発
掘
調
査

※
14

※
27

21
9
IF
67
-2
26
5
松
ケ
沢
Ⅱ

ま
つ
が
さ
わ
に

製
鉄
関
連

不
明

鉄
滓

種
市
第
74
地
割

平
成
29
年
度
新
規
発
見

22
0
IF
99
-0
25
1
下
向
Ⅱ

し
も
む
か
い
に

狩
猟
場
跡

縄
文

溝
状
土
坑
、
土
坑

中
野
第
1
地
割

令
和
元
年
度
本
発
掘
調
査

平
成
30
年
度
新
規
発
見
、
範
囲
変
更
（
令
和
元
年
度
）
※
25

22
1
IF
58
-0
23
4
板
橋
Ⅱ

い
た
ば
し
に

集
落
跡
、

狩
猟
場
跡

縄
文

竪
穴
住
居
跡
、
陥
し
穴
状
遺
構
、
土
坑
、
縄
文
土
器
（
草

創
期
・
前
・
後
期
）、
弥
生
土
器
、
石
器
、
土
偶
、
鐸
形

土
製
品
、
円
盤
状
土
製
品
、
石
刀
、
円
盤
状
石
製
品
、

陶
磁
器
、
銭
貨
、
水
晶
、
琥
珀

種
市
第
21
地
割

平
成
30
年
度
・
令
和
元
年

度
本
発
掘
調
査

平
成
30
年
度
新
規
発
見

※
37

22
2
IF
99
-0
38
4
尺
沢

し
ゃ
く
ざ
わ

狩
猟
場
跡
、

散
布
地

旧
石
器
、
縄
文
、

弥
生

溝
状
土
坑
、
土
坑
、
ピ
ッ
ト
、
縄
文
土
器
（
早
・
後
期
）、

弥
生
土
器
、
石
器
、
剥
片

中
野
第
7
地
割

令
和
元
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
元
年
度
新
規
発
見

※
31

22
3
IF
68
-0
39
5
南
玉
川
Ⅰ

み
な
み
た
ま
が
わ
い
ち

狩
猟
場
跡

縄
文

溝
状
土
坑
、
土
坑
、
ピ
ッ
ト

種
市
第
11
地
割

令
和
元
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
元
年
度
新
規
発
見

※
30

※
38

22
4
IF
68
-0
30
6
南
玉
川
Ⅱ

み
な
み
た
ま
が
わ
に

狩
猟
場
跡
、

散
布
地

縄
文
、
弥
生

溝
状
土
坑
、
土
坑
、
不
明
遺
構
、
縄
文
土
器
、
弥
生
土
器
、

石
器

種
市
第
11
・
14
地

割
令
和
元
年
度
新
規
発
見

※
38

22
5
IF
68
-1
38
6
西
戸
類
家
Ⅰ

に
し
へ
る
け
い
ち

集
落
跡

縄
文
、
弥
生

竪
穴
住
居
跡
、
土
坑
、
ピ
ッ
ト
、
縄
文
土
器
、
弥
生
土

器
種
市
第
10
地
割

令
和
3
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
元
年
度
新
規
発
見

※
38

※
41

22
6
IF
68
-2
39
4
馬
場
Ⅱ

ば
ば
に

狩
猟
場
跡

縄
文

溝
状
土
坑
、
土
坑
、
不
明
遺
構

種
市
第
7
地
割

令
和
元
年
度
新
規
発
見

※
38

22
7
IF
68
-1
04
5
南
玉
川
Ⅲ

み
な
み
た
ま
が
わ
さ
ん

集
落
跡

古
代

竪
穴
住
居
跡
、
炭
窯
跡
、
土
坑
、
溝
状
土
坑
、
ピ
ッ
ト
、

縄
文
土
器
、
石
器
、
土
師
器

種
市
第
11
地
割

令
和
3
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
元
年
度
新
規
発
見

※
38

※
41

22
8
IF
78
-1
35
1
小
田
ノ
沢
Ⅱ

こ
だ
の
さ
わ
に

狩
猟
場
跡

縄
文

溝
状
土
坑

種
市
第
3
地
割

令
和
元
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
元
年
度
新
規
発
見

※
30

※
38

22
9
IF
58
-1
13
9
板
橋
Ⅲ

い
た
ば
し
さ
ん

散
布
地

縄
文

溝
状
土
坑
、
縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
21
地
割

令
和
元
年
度
新
規
発
見

23
0
IF
78
-2
26
9
長
坂
Ⅱ

な
が
さ
か
に

狩
猟
場
跡

縄
文

溝
状
土
坑

小
子
内
第
7
地
割

令
和
元
年
度
新
規
発
見

※
38

23
1
IF
68
-0
34
7
南
玉
川
Ⅳ

み
な
み
た
ま
が
わ
よ
ん

散
布
地

縄
文

土
坑
、
縄
文
土
器

種
市
第
11
地
割

令
和
2
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
元
年
度
新
規
発
見

※
38

※
39

23
2
IF
58
-2
38
0
北
玉
川
Ⅱ

き
た
た
ま
が
わ
に

狩
猟
場
跡

縄
文

溝
状
土
坑

種
市
第
14
地
割

令
和
2
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
元
年
度
新
規
発
見

※
38

※
39

23
3
IF
58
-0
10
5
板
橋
Ⅳ

い
た
ば
し
よ
ん

散
布
地

縄
文

土
坑

種
市
第
21
地
割

令
和
元
年
度
新
規
発
見

23
4
IF
68
-2
33
9
南
玉
川
Ⅴ

み
な
み
た
ま
が
わ
ご

狩
猟
場
跡
、

散
布
地

縄
文

溝
状
土
坑
、
不
明
遺
構
、
縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
11
地
割

令
和
2
年
度
新
規
発
見

※
40

23
5
IF
68
-0
21
3
南
玉
川
Ⅵ

み
な
み
た
ま
が
わ
ろ
く

狩
猟
場
跡
、

散
布
地

縄
文

溝
状
土
坑
、
不
明
遺
構
、
縄
文
土
器

種
市
第
11
地
割

令
和
2
年
度
新
規
発
見

※
40

23
6
IF
68
-1
20
9
南
玉
川
Ⅶ

み
な
み
た
ま
が
わ
な
な

狩
猟
場
跡

縄
文
、

近
・
現
代

溝
状
土
坑
、
不
明
遺
構
、
炭
窯
跡

種
市
第
11
地
割

令
和
2
年
度
新
規
発
見

※
40
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N
o.
遺
跡
コ
ー
ド

遺
跡
名

よ
み
が
な

種
　
別

時
　
代

遺
　
構
　
・
　
遺
　
物

所
在
地

調
査
経
歴

備
　
　
　
　
　
考

文
献

23
7
IF
68
-1
09
6
南
玉
川
Ⅷ

み
な
み
た
ま
が
わ
は
ち

散
布
地

縄
文

不
明
遺
構
、
縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
11
地
割

令
和
2
年
度
新
規
発
見

※
40

23
8
IF
68
-2
12
1
南
玉
川
Ⅸ

み
な
み
た
ま
が
わ
き
ゅ
う

狩
猟
場
跡
、

散
布
地

縄
文

土
坑
、
溝
状
土
坑
、
縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
11
地
割

令
和
3
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
2
年
度
新
規
発
見

※
40

※
41

23
9
IF
68
-1
36
8
西
戸
類
家
Ⅱ

に
し
へ
る
け
に

狩
猟
場
跡
、

散
布
地

縄
文

溝
状
土
坑
、
石
器

種
市
第
10
地
割

令
和
2
年
度
新
規
発
見

※
40

24
0
IF
68
-2
32
1
南
戸
類
家
Ⅰ

み
な
み
へ
る
け
い
ち

狩
猟
場
跡
、

散
布
地

縄
文

土
坑
、
溝
状
土
坑
、
縄
文
土
器

種
市
第
8
地
割

令
和
3
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
2
年
度
新
規
発
見

※
40

※
41

24
1
IF
78
-0
04
5
西
戸
類
家
Ⅲ

に
し
へ
る
け
さ
ん

狩
猟
場
跡
、

散
布
地

縄
文

溝
状
土
坑
、
土
坑
、
縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
10
地
割

令
和
3
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
2
年
度
新
規
発
見

※
40

※
41

24
2
IF
77
-0
37
8
西
戸
類
家
Ⅳ

に
し
へ
る
け
よ
ん

狩
猟
場
跡

縄
文

溝
状
土
坑
、
不
明
遺
構

種
市
第
10
地
割

令
和
2
年
度
新
規
発
見

※
40

24
3
IF
69
-1
02
2
西
戸
類
家
Ⅴ

に
し
へ
る
け
ご

狩
猟
場
跡
、

散
布
地

縄
文

土
坑
、
溝
状
土
坑
、
ピ
ッ
ト

種
市
第
10
地
割

令
和
3
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
2
年
度
新
規
発
見

※
40

※
41

24
4
IF
78
-0
22
7
馬
場
Ⅲ

ば
ば
さ
ん

狩
猟
場
跡

縄
文

溝
状
土
坑
、
不
明
遺
構

種
市
第
7
地
割

令
和
2
年
度
新
規
発
見

※
40

24
5
IF
68
-2
17
5
西
戸
類
家
Ⅵ

に
し
へ
る
け
ろ
く

散
布
地

縄
文

土
坑
、
縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
10
地
割

令
和
3
年
度
新
規
発
見

24
6
IF
68
-2
25
1
西
戸
類
家
Ⅶ

に
し
へ
る
け
な
な

散
布
地

縄
文

土
坑
、
炭
窯
跡
、
縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
10
地
割

令
和
3
年
度
新
規
発
見

24
7
IF
78
-0
10
4
西
戸
類
家
Ⅷ

に
し
へ
る
け
は
ち

狩
猟
場
跡
、

散
布
地

縄
文

土
坑
、
溝
状
土
坑
、
溝
跡
、
縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
10
地
割

令
和
3
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
3
年
度
新
規
発
見

※
41

24
8
IF
78
-0
01
3
西
戸
類
家
Ⅸ

に
し
へ
る
け
き
ゅ
う

狩
猟
場
跡

縄
文

溝
状
土
坑

種
市
第
10
地
割

令
和
3
年
度
新
規
発
見

24
9
IF
68
-2
15
3
西
戸
類
家
Ⅹ

に
し
へ
る
け
じ
ゅ
う

散
布
地

縄
文

縄
文
土
器
、
石
器

種
市
第
10
地
割

令
和
3
年
度
新
規
発
見

25
0
IF
68
-1
02
1
南
玉
川
Ⅹ

み
な
み
た
ま
が
わ
じ
ゅ
う

狩
猟
場
跡

縄
文

溝
状
土
坑

種
市
第
11
地
割

令
和
3
年
度
新
規
発
見

25
1
IF
78
-1
01
8
南
戸
類
家
Ⅱ

み
な
み
へ
る
け
に

散
布
地

縄
文

配
石
遺
構
、
埋
設
土
器
、
焼
土
遺
構
、
土
坑
、
縄
文
土
器
、

石
器
、
石
製
品

種
市
第
8
地
割

令
和
3
年
度
新
規
発
見

25
2
IF
77
-1
12
5
松
ケ
沢
Ⅲ

ま
つ
が
さ
わ
さ
ん

狩
猟
場
跡
、

散
布
地

縄
文

溝
状
土
坑
、
縄
文
土
器

種
市
第
74
地
割

令
和
3
年
度
本
発
掘
調
査

令
和
3
年
度
新
規
発
見

※
41

〈
文
献
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
略
し
た
〉

「
※
１
」 
（
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
19
96
・
20
01
『
ゴ
ッ
ソ
ー
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
23
8
集
・
第
35
7
集

「
※
２
」 
岩
手
県
久
慈
地
方
振
興
局
久
慈
農
村
整
備
事
務
所
・（
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
20
02
『
上
水
沢
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
39
1
集

「
※
３
」 
岩
手
県
種
市
町
教
育
委
員
会
　
20
04
『
平
内
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
種
市
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１
集

「
※
４
」 
岩
手
県
種
市
町
教
育
委
員
会
　
20
05
『
種
市
町
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
Ⅰ
』　
種
市
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２
集

「
※
５
」 
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
13
『
平
内
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１
集

「
※
６
」 
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
15
『
平
内
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２
集

「
※
７
」 
（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
15
『
平
成
26
年
度
発
掘
調
査
報
告
書
 南
川
尻
遺
跡
　
下
向
遺
跡
　
沼
袋
Ⅱ
遺
跡
　
沼
袋
Ⅲ
遺
跡
　
八
幡
沖
遺
跡
ほ
か
調
査
概
報
（
39
遺
跡
）』
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岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
64
7
集

「
※
８
」 
岩
手
県
教
育
委
員
会
　
20
16
『
岩
手
県
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
（
平
成
26
年
度
　
復
興
関
係
）』
岩
手
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
14
6
集

「
※
９
」 
（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
16
『
平
成
27
年
度
発
掘
調
査
報
告
書
 サ
ン
ニ
ヤ
遺
跡
　
房
の
沢
Ⅳ
遺
跡
　
白
石
遺
跡
ほ
か
調
査
概
報
（
33
遺
跡
）』
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
66
1
集

「
※
10
」 
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
17
『
ゴ
ッ
ソ
ー
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
３
集

「
※
11
」 
岩
手
県
教
育
委
員
会
　
20
17
『
岩
手
県
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
（
平
成
27
年
度
　
復
興
関
係
）』
　
岩
手
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
14
9
集

「
※
12
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
17
『
西
平
内
Ⅰ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』 
 岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
67
3
集

「
※
13
」 
（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
17
『
平
成
28
年
度
発
掘
調
査
報
告
書
 岩
洞
湖
Ｉ
遺
跡
　
栃
洞
Ⅳ
遺
跡
　
八
森
遺
跡
ほ
か
調
査
概
報
（
28
遺
跡
）』
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
67
6
集

「
※
14
」 
岩
手
県
教
育
委
員
会
　
20
18
『
岩
手
県
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
（
平
成
28
年
度
　
復
興
関
係
）』
　
岩
手
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
15
2
集

「
※
15
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
18
『
北
鹿
糠
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
68
6
集

「
※
16
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
18
『
サ
ン
ニ
ヤ
Ⅰ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
68
7
集

「
※
17
」 
（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
18
『
平
成
29
年
度
発
掘
調
査
報
告
書
 岩
洞
湖
Ｉ
・
Ｈ
遺
跡
　
和
野
新
墾
神
社
遺
跡
　
北
野
Ⅻ
遺
跡
　
木
戸
場
遺
跡
　
中
野
城
内
遺
跡

沼
里
遺
跡
　
根
井
沢
穴
田
Ⅳ
遺
跡
　
耳
取
Ⅰ
遺
跡
　
千
厩
城
遺
跡
　
ほ
か
調
査
概
報
（
23
遺
跡
）』
　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
69
2
集

「
※
18
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
19
『
南
鹿
糠
Ⅰ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
69
7
集

「
※
19
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
19
『
上
の
マ
ッ
カ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
69
8
集

「
※
20
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
19
『
小
田
ノ
沢
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
69
9
集

「
※
21
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
19
『
荒
津
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
70
1
集

「
※
22
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
19
『
鹿
糠
浜
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
70
2
集

「
※
23
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
19
『
南
八
木
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
70
3
集

「
※
24
」 
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
19
『
西
平
内
Ⅰ
遺
跡
ハ
ン
ド
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
４
集

「
※
25
」 
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
19
『
下
向
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
５
集

「
※
26
」 
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
19
『
続
石
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
６
集

「
※
27
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
20
『
サ
ン
ニ
ヤ
Ⅲ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
71
4
集

「
※
28
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
20
『
田
ノ
端
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
71
5
集

「
※
29
」 
（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
20
『
令
和
元
年
度
発
掘
調
査
報
告
書
　
沼
里
遺
跡
　
根
井
沢
穴
田
Ⅳ
遺
跡
　
伝
吉
Ⅱ
遺
跡
　
岩
洞
湖
Ｅ
遺
跡

上
矢
次
Ⅰ
遺
跡
　
米
崎
城
跡
　
ほ
か
調
査
概
報
（
10
遺
跡
）』
　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
72
1
集

「
※
30
」 
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
20
『
南
玉
川
Ⅰ
遺
跡
・
小
田
ノ
沢
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
７
集

「
※
31
」 
久
慈
広
域
連
合
・
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
20
『
尺
沢
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
８
集

「
※
32
」 
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
20
『
西
平
内
Ⅰ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
９
集

「
※
33
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
21
『
北
ノ
沢
Ⅰ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
72
5
集

「
※
34
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
21
『
宿
戸
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
72
6
集

「
※
35
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
21
『
鹿
糠
浜
Ⅰ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
72
7
集

「
※
36
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
21
『
北
玉
川
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
72
8
集

「
※
37
」 
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
・（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
　
20
21
『
板
橋
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
72
9
集

「
※
38
」 
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
21
『
洋
野
町
内
試
掘
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
10
集

「
※
39
」 
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
21
『
北
玉
川
Ⅱ
遺
跡
・
南
玉
川
Ⅳ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
11
集

「
※
40
」 
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
22
『
洋
野
町
内
試
掘
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
12
集

「
※
41
」 
岩
手
県
洋
野
町
教
育
委
員
会
　
20
22
『
洋
野
町
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』　
洋
野
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
13
集
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風力発電 22号機

≪第６次試掘調査≫風力発電 12号機
࠙ᡤᅾᆅࠚὒ㔝⏫✀ᕷ➨ �� ᆅ๭Ꮠ༡⋢ᕝ ��9 ␒㸲

ᒣᯘࠚἣࠉ⌧࠙

࠙ᶆࠉ㧗ࠚ⣙ �7� 㹫～⣙ ��� 㹫

࠙ㄪᰝᮇ㛫ࠚ௧࿴㸱ᖺ㸲᭶ �0 ᪥～㸲᭶ �� ᪥

࠙ᑐ㇟㠃✚7�000ࠚ ੍（�00 㹫� 70 㹫）

࠙ㄪᰝ㠃✚ࠚ⣙ �0� ੍

࠙ㄪᰝᴫせࠚᮏᶵࠊࡣィ⏬ኚ᭦ࡾࡼ࡟ �0�9 ᖺᗘᘓタ

ணᐃᆅࡽ࠿ᮏㄪᰝᆅࠋࡓࡗ࡞࡜ㄪᰝᆅⅬ5-ࠊࡣ ඵ

ᡞ⥺ᐟᡞ㥐ࡽ࠿す᪉࡬⣙ ��� ੊ࡢ࿴ᗙᕝྑᓊࡢẁୣ

㡬㒊࡟఩⨨ࠋࡿࡍㄪᰝᆅෆ࡟ᖜ ��� 㹫ࠊ㛗ࡉ �� 㹫

～ �� 㹫ࡢヨ᥀ࢆࢳࣥࣞࢺ㸲⟠ᡤ（㸿ࠊ㹀ࠊ㹁ࠊ㹂）

タᐃࠋࡓࡋㄪᰝࡢ⤖ᯝࠊ㹀ࠊ㹁ࠊ㹂ࡽ࠿ࢳࣥࣞࢺ⁁

≧ᅵᆙࠊ୙᫂㑇ᵓ᳨ࢆฟࠋࡓࡋ㑇≀ࡣ☜ㄆࡗ࠿࡞ࢀࡉ

ࠋࡓ

࠙ഛࠚ⪄ࠉ᪂つⓎぢ㑇㊧（༡⋢ᕝϱ㑇㊧）

㸸⊁⊟ሙ㊧ู✀�ࠉࠉࠉࠉ

�᫬௦㸸⦖ᩥ᫬௦ࠉࠉࠉࠉ

࠙ᡤᅾᆅࠚὒ㔝⏫✀ᕷ➨ �0 ᆅ๭Ꮠすᡞ㢮ᐙ �0� ␒㸯

ᒣᯘࠚἣࠉ⌧࠙

࠙ᶆࠉ㧗ࠚ⣙ ��0 㹫～⣙ ��4 㹫

࠙ㄪᰝᮇ㛫ࠚ௧࿴㸱ᖺ㸲᭶㸶᪥～㸲᭶ �� ᪥

࠙ᑐ㇟㠃✚7�000ࠚ ੍（�00 㹫� 70 㹫）

࠙ㄪᰝ㠃✚ࠚ⣙ ��� ੍

࠙ㄪᰝᴫせࠚᮏᶵࠊࡣィ⏬ኚ᭦ࡾࡼ࡟ �0�9 ᖺᗘᘓタ

ணᐃᆅࡽ࠿ᮏㄪᰝᆅࠋࡓࡗ࡞࡜ㄪᰝᆅⅬ5-ࠊࡣ ඵ

ᡞ⥺ᐟᡞ㥐ࡽ࠿༡す࡬⣙㸲੊ࡢᑠᒣᕝྑᓊࡢẁୣୖ

ᖜ࡟ㄪᰝᆅෆࠋࡿࡍ⨨఩࡟ ��� 㹫ࠊ㛗ࡉ �4 㹫～ �7

㹫ࡢヨ᥀ࢆࢳࣥࣞࢺ㸴⟠ᡤ（㸿ࠊ㹀ࠊ㹁ࠊ㹂ࠊ㹃ࠊ

㹄）タᐃࠋࡓࡋㄪᰝࡢ⤖ᯝࠊ㹄ࡽ࠿ࢳࣥࣞࢺ୙᫂㑇

ᵓࠊⅣ❔㊧᳨ࢆฟࠋࡓࡋ㹂ࠊ㹃ࡣࡽ࠿ࢳࣥࣞࢺ㑇≀

ࠋࡓࡋฟᅵࡀ

࠙ഛࠚ⪄ࠉ᪂つⓎぢ㑇㊧（すᡞ㢮ᐙϮ㑇㊧）

㸸ᩓᕸᆅู✀�ࠉࠉࠉࠉ

�᫬௦㸸⦖ᩥ᫬௦ࠉࠉࠉࠉ

‒ 22 ‒

100.00m

7
0
.
0
0
m

㹀㹁㹂㹃㹄

㸿
㸿㸿́

῝᥀

㸯�����

㸯号㑇ᵓ

�Ⅳ❔㊧�

㸰号㑇ᵓ

㸱号㑇ᵓ

��号機��号機��号機��号機��号機

��号機��号機��号機��号機��号機᪂㸱号機᪂㸱号機᪂㸱号機᪂㸱号機᪂㸱号機

��号機��号機��号機��号機��号機

��号機��号機��号機��号機��号機

��号機��号機��号機��号機��号機

༡⋢ᕝϰ㑇㊧༡⋢ᕝϰ㑇㊧

㸯号機㸯号機㸯号機㸯号機㸯号機
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風力発電 25号機

風力発電 27号機

࠙ᡤᅾᆅࠚὒ㔝⏫✀ᕷ➨ �0 ᆅ๭Ꮠすᡞ㢮ᐙ �0� ␒㸯

ᒣᯘࠚἣࠉ⌧࠙

࠙ᶆࠉ㧗ࠚ⣙ �7� 㹫～⣙ ��4 㹫

࠙ㄪᰝᮇ㛫ࠚ௧࿴㸱ᖺ㸲᭶ �� ᪥～㸲᭶ �� ᪥

࠙ᑐ㇟㠃✚7�000ࠚ ੍（�00 㹫� 70 㹫）

࠙ㄪᰝ㠃✚ࠚ⣙ ��4 ੍

࠙ㄪᰝᴫせࠚᮏᶵࠊࡣィ⏬ኚ᭦ࡾࡼ࡟ �0�9 ᖺᗘᘓタ

ணᐃᆅࡽ࠿ᮏㄪᰝᆅࠋࡓࡗ࡞࡜ㄪᰝᆅⅬ5-ࠊࡣ ඵ

ᡞ⥺ᐟᡞ㥐ࡽ࠿༡す࡬⣙ 4�7 ੊ࡢᑠᒣᕝྑᓊࡢẁୣ

ᖜ࡟ㄪᰝᆅෆࠋࡿࡍ⨨఩࡟ୖ ��� 㹫ࠊ㛗ࡉ 44 㹫～

�7 㹫ࡢヨ᥀ࢆࢳࣥࣞࢺ㸵⟠ᡤ（㸿ࠊ㹀ࠊ㹁ࠊ㹂ࠊ㹃ࠊ

㹄ࠊ㹅）タᐃࠋࡓࡋㄪᰝࡢ⤖ᯝࠊ㸿ࠊ㹁ࠊ㹂ࣥࣞࢺ

ࢳࣥࣞࢺ㹅ࠊ㹂ࠊ㹁ࠊ㹀ࠊࡋฟ᳨ࢆᅵᆙ≦⁁ࡽ࠿ࢳ

ฟᅵࡀ≀㑇ࡣࡽ࠿ࢳࣥࣞࢺ㸿ࠋࡓࡋฟ᳨ࢆ㊧⁁ࡽ࠿

ࠋࡓࡋ

࠙ഛࠚ⪄ࠉ᪂つⓎぢ㑇㊧（すᡞ㢮ᐙϯ㑇㊧）

㸸⊁⊟ሙ㊧・ᩓᕸᆅู✀�ࠉࠉࠉࠉ

�᫬௦㸸⦖ᩥ᫬௦ࠉࠉࠉࠉ

࠙ᡤᅾᆅ ➨ὒ㔝⏫✀ᕷࠚ �0 ᆅ๭Ꮠすᡞ㢮ᐙ ��� ␒㸰ࠊ

�0� ␒㸯

ᒣᯘࠚἣࠉ⌧࠙

࠙ᶆࠉ㧗ࠚ⣙ �07 㹫～⣙ ��� 㹫

࠙ㄪᰝᮇ㛫ࠚ௧࿴㸱ᖺ㸲᭶ �� ᪥～㸲᭶ �� ᪥

࠙ᑐ㇟㠃✚7�000ࠚ ੍（�00 㹫� 70 㹫）

࠙ㄪᰝ㠃✚ࠚ⣙ 49� ੍

࠙ㄪᰝᴫせࠚᮏᶵࠊࡣィ⏬ኚ᭦ࡾࡼ࡟ �0�9 ᖺᗘᘓタ

ணᐃᆅࡽ࠿ᮏㄪᰝᆅࠋࡓࡗ࡞࡜ㄪᰝᆅⅬ5-ࠊࡣ ඵ

ᡞ⥺ᐟᡞ㥐ࡽ࠿༡す࡬⣙ ��� ੊ࡢᑠᒣᕝྑᓊࡢẁୣ

㡬㒊௜㏆࡟఩⨨ࠋࡿࡍㄪᰝᆅෆ࡟ᖜ ��� 㹫ࠊ㛗ࡉ

�� 㹫～ �� 㹫ࡢヨ᥀ࢆࢳࣥࣞࢺ㸴⟠ᡤ（㸿ࠊ㹀ࠊ㹁ࠊ

㹂ࠊ㹃ࠊ㹄）タᐃࠋࡓࡋㄪᰝࡢ⤖ᯝࠊ㸿ࠊ㹀ࠊ㹁ࢺ

࡞ࢀࡉㄆ☜ࡣ≀㑇ࠋࡓࡋฟ᳨ࢆᅵᆙ≦⁁ࡽ࠿ࢳࣥࣞ

ࠋࡓࡗ࠿

࠙ഛࠚ⪄ࠉ᪂つⓎぢ㑇㊧（すᡞ㢮ᐙϰ㑇㊧）

㸸⊁⊟ሙ㊧ู✀�ࠉࠉࠉࠉ

�᫬௦㸸⦖ᩥ᫬௦ࠉࠉࠉࠉ

‒ 23 ‒
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S＝１：25000
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S＝１：25000
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風力発電 31号機

≪第７次試掘調査≫風力発電１号機

࠙ᡤᅾᆅࠚὒ㔝⏫✀ᕷ➨ �0 ᆅ๭Ꮠすᡞ㢮ᐙ �0� ␒㸯

ᒣᯘࠚἣࠉ⌧࠙

࠙ᶆࠉ㧗ࠚ⣙ ��0 㹫～⣙ �7� 㹫

࠙ㄪᰝᮇ㛫ࠚ௧࿴㸱ᖺ㸲᭶㸳᪥～㸲᭶㸶᪥

࠙ᑐ㇟㠃✚7�000ࠚ ੍（�00 㹫� 70 㹫）

࠙ㄪᰝ㠃✚ࠚ⣙ 4�� ੍

࠙ㄪᰝᴫせࠚᮏᶵࠊࡣィ⏬ኚ᭦ࡾࡼ࡟ �0�9 ᖺᗘᘓタ

ணᐃᆅࡽ࠿ᮏㄪᰝᆅࠋࡓࡗ࡞࡜ㄪᰝᆅⅬ5-ࠊࡣ ඵ

ᡞ⥺ᐟᡞ㥐ࡽ࠿༡す࡬⣙ 4�� ੊ࡢᑠᒣᕝྑᓊࡢẁୣ

ᖜ࡟ㄪᰝᆅෆࠋࡿࡍ⨨఩࡟ୖ ��� 㹫ࠊ㛗ࡉ �� 㹫～

�� 㹫ࡢヨ᥀ࢆࢳࣥࣞࢺ㸴⟠ᡤ（㸿ࠊ㹀ࠊ㹁ࠊ㹂ࠊ㹃ࠊ

㹄）タᐃࠋࡓࡋㄪᰝࡢ⤖ᯝࠊ㸿ࠊ㹀ࡽ࠿ࢳࣥࣞࢺ୙

᫂㑇ᵓࠊ⁁≧ᅵᆙ᳨ࢆฟࠋࡓࡋ㸿ࠊ㹀ࠊ㹁ࢳࣥࣞࢺ

㠃᥇⾲ࢆ≀㑇ࡶࡽ࠿ㄪᰝᆅෆࠋࡓࡋฟᅵࡀ≀㑇ࡽ࠿

㞟ࠋࡓࡋ

࠙ഛࠚ⪄ࠉ᪂つⓎぢ㑇㊧（すᡞ㢮ᐙϭ㑇㊧）

㸸⊁⊟ሙ㊧・ᩓᕸᆅู✀�ࠉࠉࠉࠉ

�᫬௦㸸⦖ᩥ᫬௦ࠉࠉࠉࠉ

࠙ᡤᅾᆅࠚὒ㔝⏫✀ᕷ➨ �0 ᆅ๭Ꮠすᡞ㢮ᐙ ��� ␒㸱

ᒣᯘࠚἣࠉ⌧࠙

࠙ᶆࠉ㧗ࠚ⣙ �7� 㹫～⣙ ��� 㹫

࠙ㄪᰝᮇ㛫ࠚ௧࿴㸱ᖺ㸷᭶ �4 ᪥～ �0 ᭶㸶᪥

࠙ᑐ㇟㠃✚7�000ࠚ ੍（�00 㹫� 70 㹫）

࠙ㄪᰝ㠃✚ࠚ⣙ ��9 ੍

࠙ㄪᰝᴫせࠚᮏᶵࠊࡣィ⏬ኚ᭦ࡾࡼ࡟ �0�9 ᖺᗘᘓタ

ணᐃᆅࡽ࠿ᮏㄪᰝᆅࠋࡓࡗ࡞࡜ㄪᰝᆅⅬ5-ࠊࡣ ඵ

ᡞ⥺ᐟᡞ㥐ࡽ࠿༡す࡬⣙ 4�� ੊ࡢᑠᒣᕝᕥᓊࡢẁୣ

㡬㒊࡟఩⨨ࠋࡿࡍㄪᰝᆅෆ࡟ᖜ ��� 㹫ࠊ㛗ࡉ 4� 㹫

～ �9 㹫ࡢヨ᥀ࢆࢳࣥࣞࢺ㸳⟠ᡤ（㸿ࠊ㹀ࠊ㹁ࠊ㹂ࠊ

㹃）タᐃࠋࡓࡋㄪᰝࡢ⤖ᯝࠊ㑇ᵓࡣ☜ㄆࡗ࠿࡞ࢀࡉ

ࠋࡓࡋ㠃᥇㞟⾲ࢆ≀㑇ࡽ࠿ㄪᰝᆅෆࠊࡀࡓ

࠙ഛࠚ⪄ࠉ᪂つⓎぢ㑇㊧（すᡞ㢮ᐙϱ㑇㊧）

㸸ᩓᕸᆅู✀�ࠉࠉࠉࠉ

�᫬௦㸸⦖ᩥ᫬௦ࠉࠉࠉࠉ

༡⋢ᕝϯ㑇㊧༡⋢ᕝϯ㑇㊧

༡⋢ᕝϰ㑇㊧༡⋢ᕝϰ㑇㊧
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S＝１：25000
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࠙ᡤᅾᆅࠚὒ㔝⏫✀ᕷ➨㸶ᆅ๭Ꮠ༡ᡞ㢮ᐙ 7� ␒㸰

ᒣᯘࠚἣࠉ⌧࠙

࠙ᶆࠉ㧗ࠚ⣙ ��� 㹫～⣙ ��� 㹫

࠙ㄪᰝᮇ㛫ࠚ௧࿴㸱ᖺ㸴᭶ �� ᪥～㸵᭶㸰᪥

࠙ᑐ㇟㠃✚7�000ࠚ ੍（�00 㹫� 70 㹫）

࠙ㄪᰝ㠃✚ࠚ⣙ ��� ੍

࠙ㄪᰝᴫせࠚᮏᶵࠊࡣィ⏬ኚ᭦ࡾࡼ࡟ �0�9 ᖺᗘᘓタ

ணᐃᆅࡽ࠿ᮏㄪᰝᆅࠋࡓࡗ࡞࡜ㄪᰝᆅⅬ5-ࠊࡣ ඵ

ᡞ⥺ᐟᡞ㥐ࡽ࠿༡す࡬⣙ 4�4 ੊ࡢᑠᒣᕝ࡜ᅵ㔩ᕝ࡟

ᣳࡓࢀࡲẁୣ㡬㒊࡟఩⨨ࠋࡿࡍㄪᰝᆅෆ࡟ᖜ���㹫ࠊ

㛗ࡉ 79 㹫～ 9� 㹫ࡢヨ᥀ࢆࢳࣥࣞࢺ㸲⟠ᡤ（㸿ࠊ㹀ࠊ

㹁ࠊ㹂）タᐃࠋࡓࡋㄪᰝࡢ⤖ᯝࠊ㸿ࠊ㹀ࠊ㹁ࠊ㹂ࢺ

ㄪࠋࡓࡋฟᅵࡀ≀㑇ࠊࡋฟ᳨ࢆ୙᫂㑇ᵓࡽ࠿ࢳࣥࣞ

ᰝᆅෆࡶࡽ࠿㑇≀ࢆ⾲㠃᥇㞟ࠋࡓࡋ

࠙ഛࠚ⪄ࠉ᪂つⓎぢ㑇㊧（༡ᡞ㢮ᐙϩ㑇㊧）

㸸ᩓᕸᆅู✀�ࠉࠉࠉࠉ

�᫬௦㸸⦖ᩥ᫬௦ࠉࠉࠉࠉ
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��号㑇ᵓ

��号㑇ᵓ
��号㑇ᵓ
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��号㑇ᵓ
��号㑇ᵓ

��号㑇ᵓ
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㤿ሙϪ㑇㊧㤿ሙϪ㑇㊧

S＝１：25000

風力発電新３号機

変電所
࠙ᡤᅾᆅࠚὒ㔝⏫✀ᕷ➨ 74 ᆅ๭Ꮠᯇࢣἑ ��9 ␒ �7

ᒣᯘࠚἣࠉ⌧࠙

࠙ᶆࠉ㧗ࠚ⣙ ��� 㹫～⣙ ��� 㹫

࠙ㄪᰝᮇ㛫ࠚ௧࿴㸱ᖺ㸵᭶㸳᪥～㸵᭶㸶᪥

࠙ᑐ㇟㠃✚4��00ࠚ ੍

࠙ㄪᰝ㠃✚ࠚ⣙ �0� ੍

࠙ㄪᰝᴫせࠚㄪᰝᆅⅬ5-ࠊࡣ ඵᡞ⥺ᐟᡞ㥐ࡽ࠿༡す

���ᖜ࡟ㄪᰝᆅෆࠋࡿࡍ⨨఩࡟ẁୣ➃㒊ࡢ⣙��9੊࡬

㹫ࠊ㛗ࡉ 4� 㹫～ �00 㹫ࡢヨ᥀ࢆࢳࣥࣞࢺ㸲⟠ᡤ（㸿ࠊ

㹀ࠊ㹁ࠊ㹂）タᐃࠋࡓࡋㄪᰝࡢ⤖ᯝࠊ㸿ࠊ㹂ࣥࣞࢺ

ࡀ≀㑇ࡽ࠿ࢳࣥࣞࢺ㸿ࠋࡓࡋฟ᳨ࢆᅵᆙ≦⁁ࡽ࠿ࢳ

ฟᅵࠋࡓࡋㄪᰝᆅෆࡶࡽ࠿㑇≀ࢆ⾲㠃᥇㞟ࠋࡓࡋ

࠙ഛࠚ⪄ࠉ᪂つⓎぢ㑇㊧（ᯇࢣἑϪ㑇㊧）

㸸⊁⊟ሙ㊧・ᩓᕸᆅู✀�ࠉࠉࠉࠉ

�᫬௦㸸⦖ᩥ᫬௦ࠉࠉࠉࠉ

‒ 25 ‒

㹀

㹁

㹂

㸿㸿
㸿́῝᥀

㸯�����

㸯号㑇ᵓ

㸰号㑇ᵓ

⃮ᕝ㕲ᒣ⃮ᕝ㕲ᒣ

変電所変電所変電所変電所変電所

S＝１：25000



12号機

22号機

Ϩ

ϰ

ϩ

Ϭ

Ϫ
ϫ

ϯ

ϭ

Ϯ

Ϩ

Ϫ

ϩ

Ϭ

ϭ

ϯ

ϱ

;Ϫ

ϫ

ϲ

Ϯ

ϰ

ϳϳϳ

150.500m

151.000m

150.000m

㸿 㸿͛

㸿 㸿͛
181.000m

180.500m

180.000m

㸮 1:20 㸯㹫

��号機（㹀ࢳࣥࣞࢺ༡ᮾቨ）  

Ϩࠉ���5>�0ࠉᬯ〓Ⰽᅵࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰ࠉⲡ᰿ධࠉࡿ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ⢏㸰㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϩ᫂ࠉ���5>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸳㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ⢏㸳㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϫ᫂ࠉ���5>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉ�ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍ୰⢏��㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϫ᫂ࠉ���5>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸰㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ⢏㸰㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϭࠉ���5>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍ୰⢏㸱㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍ୰～኱⢏�0㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϭࠉ���5>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸯㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ⢏㸯㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϯࠉ���5>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏㸱㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍ୰⢏��㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϯࠉ���5>�0ࠉ㯤ᶳⰍᅵࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉ�ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ⢏㸯㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϰࠉ���5>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉ⢓ᛶᙉࡾࡲ⥾ࠉᐦ

��号機（㹁ࢳࣥࣞࢺ༡ᮾቨ）  

Ϩ5>�0ࠉ������㯮Ⰽᅵࠉ�ࠉࠉࠉ�⢓ᛶࡸࡸ୰ࡾࡲ⥾ࠉ⢒ࠉⲡ᰿ධࡿ

ᅵ⾲⌧ࠉ�ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϩ5>�0ࠉ������㯮〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶࡸࡸ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰ࠉⲡ᰿ධࡿ

ࡿ5���᫂㯤〓Ⰽᴟᑠ⢏㸱㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϫ5��4>�0ࠉ���ᬯ〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰ࠉⲡ᰿ධࡿ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᴟᑠ⢏㸳㸣ධ>��7ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϫ࠸ࡪ࡟������5>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᐦ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᴟᑠ⢏㸲㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϭ࠸ࡪ࡟������5>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏��㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϭ57�����᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϯ5>�0ࠉ������⅊㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏㸱㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϯ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍ୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍ୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϰ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍ୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϱ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍ୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ⢏㸱㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϲ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸰㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϳࠉ���5>��7ࠉ⅊〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶᙉࡾࡲ⥾ࠉᐦࠉ

ϱϪ ᐦࡾࡲ⥾ࠉ⢓ᛶᙉࠉࠉᶳⰍᅵ࠸ࡪ࡟ࠉ57�4>��7

‒ 26 ‒

➨㸱ᅗࠉ῝᥀ᅵᒙᗎ（�� 号機࣭�� 号機）



25 号機

27号機

184.000m

183.500m

㸿 㸿͛
184.500m

㸮 1:20 㸯㹫

210.500m

210.000m

209.500m

211.000m

㸿 㸿͛

Ϩ

ϩ

ϫ

ϭ

Ϭ

Ϫ

Ϩ

Ϫ

ϫ

Ϭ

ϩ

ϭ

��号機（㹄ࢳࣥࣞࢺ໭ቨ）

Ϩ5>�0ࠉ������ᬯ〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶࡸࡸ୰ࡾࡲ⥾ࠉ⢒ࠉⲡ᰿ධࡿ

ᅵ⾲⌧ࠉࠉࠉ������������������������

ϩ࠸ࡪ࡟���5��4>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰ࠉⲡ᰿ධࡿ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᴟᑠ～୰⢏㸰㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϫ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍ୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϫࠉ���5>��7ࠉᶳⰍᅵࠉࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

Ϭ᫂ࠉ���5>��7ࠉ〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ϭ5>�ࠉ�������ᶳⰍᅵࠉࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿⰍᴟᑠ⢏�0㸣ධ⅊〓���5>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

��号機（㹁ࢳࣥࣞࢺ໭すቨ）

Ϩࠉ���5>�0ࠉ�㯮〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ��⢓ᛶࡸࡸ୰ࡾࡲ⥾ࠉ⢒ࠉⲡ᰿ධࡿ

ᅵ⾲⌧ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϩࠉ54�4>�0ࠉ�〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰ࠉⲡ᰿ධࡿ

Ϫ࠸ࡪ࡟�ࠉ��54>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰

ࡿ5���᫂㯤〓Ⰽᴟᑠ～୰⢏㸰㸣ධ>�0ࠉ����������������������������

ϫ࠸ࡪ࡟�����54>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰ࠉ

5���᫂㯤〓Ⰽ୰～ᴟ኱⢏>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ΰᅾࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϭ࠸ࡪ࡟ࠉ5��4>��7ࠉᶳⰍᅵࠉࠉ⢓ᛶᙉࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5���㯮Ⰽᴟᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉ����������������������������

ࡿ5���᫂㯤〓Ⰽᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϭࠉ��54>��7ࠉ〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ��⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

‒ 27 ‒

➨㸲ᅗࠉ῝᥀ᅵᒙᗎ（�� 号機࣭�� 号機）



31号機

１号機

168.000m

167.500m

168.500m

㸿 㸿͛

169.000m

㸮 1:20 㸯㹫

㸿

184.000m

㸿͛

183.500m

184.500m

185.000m

Ϩ

ϰ

ϲ

ϱ

ϳ

ϩ

Ϭ
Ϭ

Ϫ

ϫ

ϯ

ϭ

Ϯ

Ϩ

Ϫ

ϭ

Ϯ

ϯ
ϰ

ϱ

ϩ

ϫ
Ϭ

Ϭ

ϫ

��号機（㹂ࢳࣥࣞࢺ໭すቨ）  

Ϩ5>�0ࠉ������㯮Ⰽᅵࠉ�ࠉࠉࠉ�⢓ᛶࡸࡸ୰ࡾࡲ⥾ࠉ⢒

ᅵ⾲⌧ࠉࡿⲡ᰿ධࠉ����������������������������

ϩ5��4>�0ࠉ���ᬯ〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶࡸࡸ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰ࠉⲡ᰿ධࡿ

ࡿ5���᫂㯤〓Ⰽᴟᑠ⢏㸳㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϫ࠸ࡪ࡟���5��4>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉ⢓ᛶࡸࡸ୰ࡾࡲ⥾ࠉᐦ

ࡿ5���᫂㯤〓Ⰽᴟᑠ～୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϫ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸵㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᴟᑠ⢏㸰㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϭ࠸ࡪ࡟���5��4>�0ࠉ㯤ᶳⰍᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸱㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϭ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍ୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍ୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϯ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϯ5>�0ࠉ������⅊㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍ୰⢏㸱㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϰ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍᑠ⢏㸱㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϱࠉ��57>��7ࠉᶳⰍᅵࠉ�ࠉࠉࠉ�⢓ᛶᙉࡾࡲ⥾ࠉᐦ

ϲ57>�0ࠉ�����㯤ᶳⰍᅵࠉࠉࠉ��⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸳㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϳࠉ���5>��7ࠉᶳⰍᅵࠉ�ࠉࠉࠉ�⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᐦ

ࡿ5���㯮Ⰽᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

㸯号機（㹂ࢳࣥࣞࢺ༡ቨ）

Ϩࠉ5��4>�0ࠉ�ᬯ〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶᙅࡾࡲ⥾ࠉ⢒

ࠉᅵ⾲⌧�ࡿⲡ᰿・ᮌ᰿ධࠉ����������������������������

ϩࠉ���5>�0ࠉ�ᬯ〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰ࠉⲡ᰿・ᮌ᰿ධࡿ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᴟᑠ⢏㸰㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϫࠉ���5>�0ࠉ�⅊㯤〓Ⰽᅵࠉ�ࠉ�⢓ᛶࡸࡸ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰

ࡿ�0㸣ධࢡࢵࣟࣈ5���᫂㯤〓Ⰽ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϫࠉ���5>�0ࠉ�㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰

ࡿ5���᫂㯤〓Ⰽ୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϭ࠸ࡪ࡟�ࠉ5��4>�0ࠉ㯤ᶳⰍᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰

ࡿ5���᫂㯤〓Ⰽ୰⢏�㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϭࠉ���5>�0ࠉ�㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰

ࡿ57��㯤ᶳⰍ୰⢏�0㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ�

Ϯ࠸ࡪ࡟�ࠉ5��4>�0ࠉ㯤ᶳⰍᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᴟᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��᫂㯤〓Ⰽᑠ⢏㸰㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϯࠉ���5>�0ࠉ�㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍ୰⢏�0㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ�

ࡿ57��㯤ᶳⰍ୰⢏�0㸣ධ>��0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ�

ϰ࠸ࡪ࡟�ࠉ5��4>�0ࠉ㯤ᶳⰍᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᐦࠉ�

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸰㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ5���᫂㯤〓Ⰽ୰⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϱࠉ57�4>�ࠉ� ᐦࡾࡲ⥾ࠉ⢓ᛶᙉࠉࠉᶳⰍᅵ࠸ࡪ࡟
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3/4RY01Ϩ࡟ࡪ࠸ᛶ⢓ᅵⰍ〓㯤ࡸࡸ୰⥾ࡲࡾධ᰿ⲡ⢒ࡿ

ᅵ⾲⌧ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ᐦࡲࡾ⥾୰ࡸࡸᛶ⢓ᅵⰍ〓㯤᫂8/6RY01ϩ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ᐦࡲࡾ⥾୰ࡸࡸᛶ⢓ᅵⰍ〓㯤᫂8/6RY01Ϫ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏��㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ5���ᶳⰍ୰～኱⢏�0㸣ධ>��7ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ᐦ࡚ࡵᴟࡲࡾ⥾୰ࡸࡸᛶ⢓ᅵⰍ〓㯤᫂6/7RY01ϫ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏㸳㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ5���ᶳⰍ୰⢏㸳㸣ධ>��7ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϭ࠸ࡪ࡟��5��4>��7ࠉᶳⰍᅵࠉࠉ⢓ᛶᙉࡾࡲ⥾ࠉᐦ

ࢡࢵࣟࣈⰍ⅊〓57��᫂>��7ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ㸵㸣ධࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ5���ᶳⰍᑠ⢏㸯㸣ධ>��7ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ᐦࡲࡾ⥾ᙉᛶ⢓ᅵⰍ〓3/6࡟ࡪ࠸RY5.7ϭ

5���᫂㯤〓Ⰽᴟ኱⢏>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ㸳㸣ධࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ5���㯮Ⰽᴟᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ᐦࡲࡾ⥾୰ᛶ⢓ᅵⰍ〓㯤᫂6/6RY01Ϯ

Ⰽᴟ኱⢏〓࠸ࡪ࡟���5>��7ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ�0㸣ධࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ5���㯮Ⰽᴟᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ᐦ࡚ࡵᴟࡲࡾ⥾ᙅᛶ⢓ᅵⰍ〓᫂6/5RY5.7ϯ

ᶳⰍᴟ኱⢏࠸ࡪ࡟57�4>��7ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ㸵㸣ධࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ5���㯮Ⰽᴟᑠ～ᑠ⢏㸯㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϰ54�4>��7ࠉ��〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶᙅࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ⓑⰍ኱～ᴟ኱⢏⅊���5>��7ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ�0㸣ධࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ5���㯮Ⰽᑠ～୰⢏��㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϱ54>��7ࠉ����〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶᙅࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ⓑⰍᴟ኱⢏⅊���5>��7ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ�0㸣ධࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ5���㯮Ⰽᑠ～୰⢏㸵㸣ධ>���0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

᪂㸱号機（㹀ࢳࣥࣞࢺすቨ）

Ϩ5>�0ࠉ������ᬯ〓Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶࡸࡸ୰ࡾࡲ⥾ࠉ⢒ࠉⲡ᰿ධࡿ

ᅵ⾲⌧ࠉ����������������������������

ϩ࠸ࡪ࡟�����54>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉ⢓ᛶࡸࡸ୰ࡾࡲ⥾ࠉ୰ࠉⲡ᰿ධࡿ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏㸳㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϫ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶࡸࡸ୰ࡾࡲ⥾ࠉᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϫ࠸ࡪ࡟���5��4>�0ࠉ㯤ᶳⰍᅵࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ⢏㸱㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϭ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶࡸࡸ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍ୰⢏��㸣ධ>��7ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϭ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦࠉ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏㸰㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ϯ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏�0㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ57��㯤ᶳⰍ୰⢏�0㸣ධ>��7ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϯ5������᫂>�0ࠉ㯤〓Ⰽᅵࠉࠉࠉ⢓ᛶ୰ࡾࡲ⥾ࠉᴟ࡚ࡵᐦ

ࡿ5��4ὸ㯤ᶳⰍᑠ～୰⢏㸱㸣ධ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϰ5>�0ࠉ������〓⅊Ⰽᅵࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶᙉࡾࡲ⥾ࠉᐦ

ϱ࠸ࡪ࡟��5��4>��7ࠉ〓Ⰽᅵࠉࠉ⢓ᛶᙉࡾࡲ⥾ࠉ୰

ࡿ㸳㸣ධࢡࢵࣟࣈⰍ⅊〓���5>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ϲ5>��7ࠉ�����ᶳⰍᅵࠉࠉࠉࠉࠉ⢓ᛶᙉࡾࡲ⥾ࠉ୰

ࡿ㸳㸣ධࢡࢵࣟࣈⰍ⅊〓���5>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿ�0㸣ධࢡࢵࣟࣈ5���᫂㯤〓Ⰽ>�0ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ
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Ⅴ．試掘調査のまとめ
風力発電所建設に係る８箇所の埋蔵文化財確認試掘調査結果を第２表にまとめた。全箇所が新規発見遺跡とし

て登録された。全て縄文時代の遺跡で、そのうち５箇所からは溝状土坑（陥し穴状遺構）が検出されており、狩

猟場跡としての登録である。

新３号機建設予定地（南戸類家Ⅱ遺跡）では、不明遺構が 46 基検出された。特に立石が折れた状態とみられ

る礫を含む配石遺構や、礫が集合した遺構、埋設土器などが検出され、トレンチ外でも地表面に露出している礫

が複数確認されている。また、トレンチ内では竪穴住居跡の可能性がある遺構が検出されている。遺物は縄文土

器、土製品、石器、石製品が多数出土し、焼土、炭化物も多数確認されている。なお、本遺跡については、別途

試掘調査報告書としてまとめた（洋野町埋蔵文化財調査報告書第 15 集『南戸類家Ⅱ遺跡試掘調査報告書』）。

㸺ཧ⪃ᩥ⊩㸼

洋野町教育委員会　2021　『洋野町内試掘調査報告書（2019 年度調査）』　洋野町埋蔵文化財調査報告書第 10 集

洋野町教育委員会　2022　『洋野町内試掘調査報告書（2020 年度調査）』　洋野町埋蔵文化財調査報告書第 12 集
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書名  洋野町内試掘調査報告書
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シリーズ名  洋野町埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号  第 14 集

編著者名  千田政博　 稲村晃嗣　 春日貴明　 田中雄大

編集機関  洋野町教育委員会　株式会社四門

所在地  〒 028 － 7914　岩手県九戸郡洋野町種市 23 － 27 　TEL 0194 － 65 － 2111

発行年月日  2023 年３月６日

ふりがな
所収遺跡名

ふりがな
所在地

コード 北緯 東経

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

゜
′
″

゜
′
″

西
に し へ る け

戸類家 Ⅹ
じゅう

遺
いせき

跡
岩
いわてけんくのへぐんひろのちょう

手県九戸郡洋野町
種
たねいち

市第
だい

10 地
ちわ り

割
03507 IF68－2153

40°
21′
20″

141°
41′
36″

20210914
～

20211008
369㎡

風力発電
事業

（１号機）

南
みなみへるけ

戸類家Ⅱ
に

遺
いせ き

跡
岩
いわてけんくのへぐんひろのちょう

手県九戸郡洋野町
種
たねいち

市第
だい

８地
ちわ り

割
03507 IF78－0108

40°
20′
59″

141°
41′
59″

20210628
～

20210702
625㎡

風力発電
事業

（新３号機）

南
みなみたまがわ

玉川 Ⅹ
じゅう

遺
いせ き

跡
岩
いわてけんくのへぐんひろのちょう

手県九戸郡洋野町
種
たねいち

市第
だい

11 地
ちわ り

割
03507 IF68－1021

40°
22′
00″

141°
40′
42″

20210420
～

20210423
502㎡

 風力発電
事業

（12 号機）

西
に し へ る け

戸類家Ⅶ
なな

遺
いせ き

跡
岩
いわてけんくのへぐんひろのちょう

手県九戸郡洋野町
種
たねいち

市第
だい

10 地
ちわ り

割
03507 IF68－2251

40°
21′
16″

141°
42′
09″

20210408
～

20210413
568㎡

 風力発電
事業

（22 号機）

西
に し へ る け

戸類家Ⅷ
はち

遺
いせ き

跡
岩
いわてけんくのへぐんひろのちょう

手県九戸郡洋野町
種
たねいち

市第
だい

10 地
ちわ り

割
03507 IF78－0104

40°
21′
02″

141°
41′
43″

20210413
～

20210416
547㎡

 風力発電
事業

（25 号機）



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西戸類家Ⅹ遺跡 散布地 縄文時代 ― 縄文土器
石　　器

南戸類家Ⅱ遺跡 散布地 縄文時代 不明遺構

縄文土器
土 製 品
石　　器
石 製 品

南玉川Ⅹ遺跡 狩猟場跡 縄文時代 溝状土坑
不明遺構 ―

西戸類家Ⅶ遺跡 散布地 縄文時代 不明遺構
炭窯跡

縄文土器
石　　器

西戸類家Ⅷ遺跡 狩猟場跡
散布地 縄文時代 溝状土坑

溝　　跡 縄文土器

西戸類家Ⅸ遺跡 狩猟場跡 縄文時代 溝状土坑 ―

西戸類家Ⅵ遺跡 狩猟場跡
散布地 縄文時代 溝状土坑

不明遺構
縄文土器
石　　器

松ケ沢Ⅲ遺跡 狩猟場跡
散布地 縄文時代 溝状土坑 縄文土器

ふりがな
所収遺跡名

ふりがな
所在地

コード 北緯 東経

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

゜
′
″

゜
′
″

西
に し へ る け

戸類家 Ⅸ
きゅう

遺
いせき

跡
岩
いわてけんくのへぐんひろのちょう

手県九戸郡洋野町
種
たねいち

市第
だい

10 地
ちわ り

割
03507 IF78－0013

40°
20′
58″

141°
40′
54″

20210416
～

20210423
491㎡

風力発電
事業

（27 号機）

西
に し へ る け

戸類家Ⅵ
ろく

遺
いせ き

跡
岩
いわてけんくのへぐんひろのちょう

手県九戸郡洋野町
種
たねいち

市第
だい

10 地
ちわ り

割
03507 IF68－2175

40°
21′
12″

141°
41′
45″

20210405
～

20210408
485㎡

風力発電
事業

（31 号機） 

松
まつ

ケ
が

沢
さわ

Ⅲ
さん

遺
いせ き

跡
岩
いわてけんくのへぐんひろのちょう

手県九戸郡洋野町
種
たねいち

市第
だい

74 地
ちわ り

割
03507 IF77－1125

40°
20′
24″

141°
38′
53″

20210705
～

20210708
502㎡

風力発電
事業

（変電所） 
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